
　７月６日㈬、「あさひ子ども園」で七夕会が開催され
ました。
　園児たちは、願いを書いた短冊や自分たちで作った七
夕飾りなどをささの葉に飾りつけました。

【特集】レジ袋の無料配布中止が始まります！…Ｐ２～Ｐ５
くらしの情報広場……………………………………Ｐ８～Ｐ22
まちのわだい…………………………………………Ｐ23・Ｐ24
図書館情報……………………………………………Ｐ25
石正美術館からのお知らせ…………………………Ｐ26
月刊！こども美術館…………………………………Ｐ27
島根県立大学Ｎｅｗｓ………………………………Ｐ28
まちかど伝言板………………………………………Ｐ29～Ｐ33

主な内容

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１１

なつかしの国 石見

２０１１

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

広報
８月号　

№124８月号　
№124



広報はまだ：平成23年８月号　　　 2

環境にやさしい参加店は、
このノボリ（緑）が目印です！

マイバッグの持参に
　　　ご協力をお願いします！

マイバッグの使用は
　レジ精算後にお願いします！

　９月１日㈭から、レジ袋の無料配布が中止されます。
　この取組を通して、二酸化炭素排出量の削減やごみの減量化などの環
境問題に関心を持つとともに、身近な環境活動に取り組みましょう。
　マイバッグの持参などによるレジ袋の削減は、市民の皆さん一人ひと
りが日常のくらしの中で身近に実践できる取組です。
　一人ひとりが身近に取り組むことができる「レジ袋の削減」を通し、
環境にやさしい行動について考え、未来を担う子どもたちにより良い環
境を残しましょう。

配布中止が始まります！

９月１日
スタート

レジ袋無料配布中止の参加店を応援しましょう！
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参加店（39店舗） 平成23年７月１日現在／自治区別・50音順
〈 浜田 〉 〈 金城 〉

イズミ キヌヤ金城店
　シティパルク浜田 ファミリーショップオカモト
　ゆめタウン浜田 〈 旭 〉
一番街 Ａコープあさひ
　一番街マート国府店 木田ふれあい店舗
　新鮮市場一番街笠柄店 斎木酒店
　ＰＲＩＬＥ一番街本店 サワレン
岩多屋浜田店 地域交流プラザまんてん
キヌヤひなし店 西田商店
国分ストアー 花田商店
三角屋 まるや
ダップス浅井店新鮮館 〈 弥栄 〉
デオデオ黒川店 今田商店
浜田市観光協会特産品販売所 Ａコープやさか
浜田市世界こども美術館創作活動館 ふるさと体験村
浜田スタンプ会島根県立大学売店 〈 三隅 〉
フーズセンターエビス Ａコープみすみ
フレンズ サンプラム
ベビーランド ゆうひパーク三隅
みあけ
吉寅商店
　合同庁舎売店
　Ｇクラブ浜田店
　市役所売店
レモン浜田店
若狭屋商店

小売店の皆さんへ
業種・規模・形態は問いません。
詳しくは、気軽にお問い合わせください。
ホームページもご覧ください！
http://www.city.hamada.shimane.jp/kurashi/kankyou/
ekotai/rejibukuro1103.html

問い合わせ先
浜田市地球温暖化対策地域協議会（はまだエコライフ推進隊）
事務局：本庁くらしと環境課（☎�９４２０）

レジ袋の無料
【特集】

レジ袋無料配布中止の参加店 募集中！

石油主原料の
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これが目印！

ー レジ袋削減の効果 ー

【バイオマス袋イメージ図】

バイオマス袋は、サトウキビの搾り
カスなどを原料とし、CO₂削減やご
み減量化に役立つ、環境にやさしい
袋です。

　レジ袋無料配布中止の参加店では、９月１日㈭から商品購
入の際、現在配布されている石油主原料のレジ袋の無料配布
は中止されます。
　取組開始後は、レジ袋が必要なお客さんが、お店でレジ袋
代金を支払う「有料化」や、お店側が、石油主原料でない袋（バ
イオマス袋など）を用意して、配布されることとなります。
　なお、有料化の場合、レジ袋の値段はお店ごとに決められ、
そのレジ袋代金の収益金は、環境保全活動や地域貢献活動な
どに活用されます。

　レジ袋は、１人あたり年間300枚を使用しているといわれ
ています。
　現在、浜田市のマイバッグ持参率は約50％ですが、この取
組により持参率が100％になった場合、次のような効果があ
ると試算しています。
○地球温暖化の防止（二酸化炭素排出量の削減） ＝ 431ｔ
　〈住宅用太陽光発電システム163戸分〉
○ごみの減量 ＝ 90ｔ
　〈ごみ収集車（２ｔ積載）45台分〉

　また、捨てられたレジ袋を野生の動物や魚が誤って飲み込
み、窒息し命を落とすといった問題も起きています。浜田の
豊かな自然環境を守りましょう。

　エコバッグ専用ゆずり箱を市役所本庁・各支所及び
各公民館（分館は除く。）に設置しています。
　家庭に眠っているエコバッグを、必要とする人に
使ってもらいましょう。
　皆さんのご協力をお願いします。

レジ袋無料配布中止の取組とは？

ー 使わないエコバッグを譲ってください！ ー
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【参加店】
　マイバッグ持参運動の推進、レジ袋削減の啓発活動を
行うとともに、レジ袋の無料配布を中止します。また、
マイバッグ持参率向上に向けた取組状況、マイバッグの
持参率、レジ袋無料配布中止に伴い実施した環境保全活
動や地域貢献活動などの内容を市に報告します。

【浜田市地球温暖化対策地域協議会（はまだエコライフ推進隊）】
　参加店のレジ袋の削減やレジ袋無料配布中止の取組を
積極的に支援するとともに、マイバッグなどの持参によ
るレジ袋削減を市民に呼び掛け、運動を拡大します。

【浜田市】
　参加店のレジ袋削減やレジ袋無料配布中止の取組を支
援するとともに、取組の効果や課題を評価・公表し、活
動の拡大を図ります。

　レジ袋の無料配布中止の取組開始に先立ち、
参加事業者と浜田市地球温暖化対策地域協議会
（はまだエコライフ推進隊）及び浜田市では、
二酸化炭素排出量の削減とごみの減量化によ
り、温暖化防止など地球環境の保全を図るため、
市民・事業者・市が連携し、レジ袋の無料配布
中止やマイバッグ持参運動などを推進し、レジ
袋の削減に取り組むことを明確にする協定を締
結しました。
　この協定により、次のような取組を行います。

条例に掲げる市民や事業者の責務など
○市民の皆さんは、
・レジ袋の使用の抑制に努めてください。
・レジ袋削減の取組に協力してください。

○事業者の皆さんは、
・レジ袋削減の取組を行うよう努めてください。
・市及び推進団体が行うレジ袋削減の取組に協力してください。

○市は、
・レジ袋削減について、市民及び事業者の意識の啓発に努める
とともに、自らイベントなどにおいてその実践に努めます。

・レジ袋削減の取組を推進する団体と連携し、必要な支援を行
います。

　市では、レジ袋削減に関
する市の基本的な方針を明
らかにし、地球温暖化対策
の推進と循環型社会の形成
に資することを目的に条例
を制定し、９月１日㈭から
施行します。

【特集】　レジ袋の無料配布中止が始まります！

ー『レジ袋削減に向けた取組に関する協定』
　　　　　　　　　　　　　を締結しました ー

ー『レジ袋削減の推進に関する条例』
　　　　　　　　　　　　　を制定しました ー
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

浜田市長 宇津徹男

　

来
る
８
月
６
日
㈯
に
『
第
63
回

島
根
県
消
防
大
会
』
が
、
島
根
県

立
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

翌
日
の
７
日
㈰
に
は
『
第
55
回

島
根
県
消
防
操
法
大
会
』
も
行
わ

れ
、
こ
の
大
会
は
合
併
後
の
浜
田

市
と
し
て
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

過
去
に
は
旧
旭
町
や
旧
三
隅
町
で

も
開
催
さ
れ
、
旧
浜
田
市
で
は
昭

和
56
年
以
来
、
実
に
30
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
『
島
根
県
消
防
大
会
』
は
消
防

関
係
者
の
士
気
の
高
揚
と
団
結
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
県
内
外

か
ら
約
４
０
０
名
の
皆
さ
ん
を
招

き
、
島
根
県
知
事
表
彰
や
島
根
県

消
防
協
会
長
表
彰
の
披
露
と
伝
達

が
行
わ
れ
ま
す
。式
典
に
先
が
け
、

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
の
プ
レ

年
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
県
立
浜
田
商
業
高
等

学
校
郷
土
芸
能
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
石
見
神
楽
の
上
演
を
行
い
、
大

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
る
予
定
で

す
。

　
『
島
根
県
消
防
操
法
大
会
』
は
、

消
防
団
の
技
術
の
向
上
と
、
日
頃

の
訓
練
に
よ
り
培
っ
た
消
防
操
法

技
術
を
競
い
合
う
大
会
で
す
。
競

技
は
、
消
防
ポ
ン
プ
と
ホ
ー
ス
を

使
っ
て
放
水
を
行
い
、
標
的
を
倒

す
ま
で
の
時
間
と
操
作
の
正
確
性

を
競
う
も
の
で
、「
士
気
、
規
律
」

「
迅
速
な
行
動
、
動
作
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
」「
確
実
な
操
作
」「
消
防

用
機
械
器
具
の
精
通
と
そ
の
愛

護
」「
各
隊
員
の
安
全
」
を
要
点

に
審
査
さ
れ
ま
す
。
種
目
は
２
種

類
あ
り
、
持
ち
運
び
可
能
な
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
「
小
型

ポ
ン
プ
の
部
」
に
は
24
チ
ー
ム

１
２
０
名
が
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
使
用
し
た「
ポ
ン
プ
車
の
部
」

に
は
12
チ
ー
ム
72
名
が
出
場
し
ま

す
。
大
会
当
日
は
、
出
場
者
や
関

係
者
な
ど
総
勢
約
２
千
名
が
見
守

る
中
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

　

浜
田
市
か
ら
は
、
全
31
分
団
、

消
防
団
員
総
数
１
０
１
７
名
の
中

か
ら
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
に
は

有
福
分
団
、
雲
城
分
団
、
三
隅
消

防
隊
選
抜
の
３
分
団
の
チ
ー
ム
が

出
場
し
、「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
に
は

石
見
分
団
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

す
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
連
日
厳

し
い
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。
今
春
の
東
日
本
大
震
災
で
も

東
北
各
地
の
消
防
団
の
め
ざ
ま
し

い
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
郷
土
を
守

る
消
防
団
の
頑
張
り
に
対
し
て
、

温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

島根県消防操法大会の練習風景

皆さん、こんにちは。国際交流員の高
こ う

建
け ん

軍
ぐ ん

です。
孔子と孟子の故郷である中国の山

さ ん

東
と う

省
しょう

済
さ い

寧
ね い

市
し

か
らやって来ました。

６月１日に来浜し着任しました。勤務先は浜田
市企画財政部地域政策課です。このたびは浜田市
に来られたことを本当にうれしく思っています。

まず、皆さんに自己紹介をします。私は1995年
に西

せ い

安
あ ん

市
し

の西北工業大学英語科を卒業しました。
語学が好きであることと、来日経験があること

と、そして仕事の関係では、国際交流、特に民間
交流が好きです。

私の故郷である済寧市のことを少し紹介します。
済寧市の人口は約800万人。山東省南西部にあり
ます。中国五大名山の一つ泰

た い

山
ざ ん

が近くにあります。
車で、１時間30分です。

済寧市は交通が便利なところです。毎日、北京
と上海に飛行機が飛びます。また今年６月に開通
した北京上海間高速列車（新幹線）は済寧市（最
寄の駅は曲

きょく

阜
ふ

）を経由します。上海や北京へ行く
場合、２時間30分で行けます。

済寧市と日本とは交流が盛んです。1984年に日
本の栃木県足利市と友好都市になりました。2007
年に石川県小松市と友好協力関係を締結しまし

た。1984年以降、毎年９月27日・28日に、孔子文
化祭が開催されます。日本を含め海外の人たちを
たくさん迎えています。浜田市の皆さん、ぜひ済
寧市に来てみてください。

済寧市と日本との間では、ここ10年、貿易と経
済交流も盛んです。済寧市の農産物には金

き ん

郷
きょう

のニ
ンニクがあり、地場産業には手袋、特にスキー・
グローブなど、日本にもたくさん輸出しています。

済寧市には　コマツグループの生産拠点がある
ほか、明治製薬と東洋炭素など日系企業が約20数
社あります。済寧市駐在の日本人は約50人です。

これから、浜田市の皆さんにお世話になります。
どうぞよろしくお願いします。

済寧市の中心部
（済寧市人民政府新聞弁公室編）

新・お元気ですか�

孔子の故郷―済寧市から
浜田市国際交流員　高　建軍　
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平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
受
験
の
申
込
み
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実
施

要
項
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
一
般
事
務
員　
若
干
名

対
象　
昭
和
52
年
４
月
２
日
～
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

○
土
木
技
術
員　
１
人

対
象　
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
一
次
試
験　
９
月
18
日
㈰

試
験
会
場　
第
一
中
学
校

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項

（
本
庁
人
事
課
・
各
支
所
自
治

振
興
課
・
各
連
絡
係
に
あ
り
ま

す
。
配
布
は
８
月
１
日
㈪
か
ら

行
い
ま
す
。）
に
基
づ
き
、
受

験
申
込
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
実
施
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
「
採
用
試
験
実
施
要
項

請
求
」と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
封

筒
）
を
同
封
し
て
、
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
19
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
【
〒
６
９
７-

８

５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�

９
１
３
０
）】

　

市
で
は
、
統
計
調
査
に
従
事
す

る
「
常
任
統
計
調
査
員
」
を
38
人

委
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
統
計
調
査

の
種
類
に
よ
っ
て
は
調
査
員
が
不

足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
で

き
る
人
を
「
登
録
統
計
調
査
員
」

と
し
て
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
者
に
は
不
定
期
に
調
査
を

依
頼
し
ま
す
。
自
薦
他
薦
を
問
わ

ず
、
統
計
行
政
を
支
援
し
て
も
ら

え
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

統
計
調
査
員
と
は

　

国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
（
国

勢
調
査
・
労
働
力
調
査
・
経
済
セ

ン
サ
ス
・
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
）

の
第
一
線
で
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
な
ど
を
行
う
非
常
勤
の

公
務
員
で
す
。

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察

に
直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上

の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事

で
き
る
人

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保

護
に
配
慮
で
き
る
人

報
酬
な
ど

　

調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
、
国

で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

応
募
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
後
日
、
資
格
要
件
や
地
域
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
た
め
、

面
接
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
行
政
相

談
係
（
☎
�
９
１
２
１
）

黙とうにご協力ください
　広島市及び長崎市に原爆が投下されて今年で66年目に
なります。また、８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈
念する日」です。
　広島市及び長崎市では、それぞれ原爆が投下された時
間に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和の確立を祈念
するため、平和の鐘を合図に１分間の黙とうがささげら
れます。また、８月15日には日本武道館において全国戦
没者追悼式が行われ、先の大戦で亡くなられた人々を追
悼し、平和を祈念するため、正午から１分間の黙祷がさ
さげられます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。市
民の皆さんにおかれましても、この趣旨に賛同いただき、
それぞれの家族や職場において黙とうにご協力ください。
原爆が投下された日
広島　８月６日　午前８時15分
長崎　８月９日　午前11時２分
全国戦没者追悼式　８月15日

平和アピールパネル展
　昭和20年８月６日、世界最初の原子爆弾が広
島に投下されました。
　終戦から66年を経て、戦争の記憶が薄れつつ
あります。人類が二度と核による悲しみを被る
ことのないよう「原爆の悲惨さ」を訴え、今忘
れ去られようとしている「平和の尊さ」を市民
の皆さんに再度確認してもらうためパネル展を
開催します。
展示内容　広島・長崎原爆写真パネル
開催期間　８月３日㈬～19日㈮
場所　市役所本庁１階市民ロビー

（本庁総務管理課）

平
成
23
年
度

市
職
員
採
用
試
験

登
録
統
計
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

地
域
防
災
力
の
強
化
を
目
指
し
て

　

訓
練
で
は
、
地
震
・
津
波
に
対

す
る
防
災
活
動
を
テ
ー
マ
に
、
参

加
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
災
害

対
策
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
府
小
学
校
全
児

童
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
実
際
に

避
難
訓
練
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
積
極
的

な
参
加
・
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
、

一
人
ひ
と
り
が
『
防
災
』
に
つ
い

て
触
れ
、
考
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
会
場
に
は
起
震
車

を
設
置
し
、
地
震
の
体
験
も
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
『
防
災
』
に

つ
い
て
、
今
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　
９
月
４
日
㈰

午
前
９
時
～

場
所　
国
府
小
学
校

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
９
月
９
日
㈮
を
「
救
急

の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間

（
９
月
４
日
㈰
～
10
日
㈯
）を「
救

急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
的
に

普
及
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
救
急
の
日
」
を
通
じ
て
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
や
、
家
庭

で
の
事
故
の
予
防
、
家
庭
で
で
き

る
応
急
手
当
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
呼
び
方

　

電
話
で
１
１
９
番
が
通
じ
た
ら

次
の
要
領
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

お
く
と
生
命
の
危
機
に
陥
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
の
適
切
な
応
急
手
当

（
気
道
確
保
・
人
工
呼
吸
・
心
臓

マ
ッ
サ
―
ジ
・
除
細
動
・
止
血
）

の
実
施
が
極
め
て
重
要
で
す
。

応
急
手
当
講
習
の
案
内

　

皆
さ
ん
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含

め
た
応
急
手
当
を
覚
え
て
も
ら
う

た
め
、【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
】
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　
９
月
９
日
㈮

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
市
消
防
本
部
会
議
室

定
員　
先
着
40
人

料
金　
無
料

※　

講
習
修
了
後
に
、
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
消
防
署
救
急
係

（
☎
�
１
２
２
９
）

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、
な
る

べ
く
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
応
急
手
当

・
か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
連
絡

・
保
険
証
の
準
備

ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た

ら
…

・
救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
道
路

に
出
る
。

　

特
に
、
意
識
障
害
・
大
出
血
の

あ
る
患
者
は
、
救
急
隊
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て

▼
交
通
事
故
で
す
。（
又
は
）

急
病
人
で
す
。

▼
○
○
町
○
○
町
内
○
○
の
北

側
で
す
。（
目
標
は
詳
し
く
）

▼
○
○
が
倒
れ
て
呼
び
掛
け
て

も
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
け

が
人
が
○
人
で
す
）

※　

年
齢
・
性
別
・
症
状
も
、

で
き
る
だ
け
詳
し
く
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
私
は
○
○
で
す
。
こ
の
電
話

は
○
○
局
○
○
○
○
番
で
す
。

対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に

居
住
又
は
勤
務
す
る
人
で
、
新

た
に
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人

講
習
日　
９
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

場
所　

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間

８
月
１
日
㈪
～
24
日
㈬

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
市
消

防
本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
㈶
日
本
防
火
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０-

８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

浜
田
市
防
災
訓
練
の
実
施

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
「
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
支
援
制
度
に
登

録
し
た
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す

る
地
域
で
の
情
報
伝
達
や
避
難
誘

導
な
ど
避
難
支
援
体
制
を
整
備
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
近
所

の
人
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
お

互
い
に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

安
否
確
認
や
避
難
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

登
録
が
で
き
る
人

　

在
宅
で
生
活
す
る
次
に
該
当
す

る
人
が
、
災
害
時
要
援
護
者
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

⑴　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

の
う
ち
、
そ
の
程
度
が
１
級
又

は
２
級
の
人

⑶　

療
育
手
帳
の
所
持
者

⑷　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
所
持
者

⑸　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

　

こ
の
ほ
か
、
実
態
に
応
じ
て
対

象
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

族
な
ど
の
支
援
が
困
難
な
た
め
、

災
害
時
に
周
囲
の
助
け
が
ほ
し
い

と
思
う
人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

登
録
の
方
法

　

申
請
書
（
本
庁
地
域
福
祉
課
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
民
生
児
童
委
員
を
通
じ

て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

情
報
提
供
先

　

作
成
し
た
登
録
台
帳
は
、
災
害

時
要
援
護
者
の
支
援
を
予
定
し
て

い
る
団
体
の
う
ち
、
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
市
と
協
定
書
を

交
わ
し
た
支
援
組
織
な
ど
（
民
生

児
童
委
員
・
消
防
団
・
自
主
防
災

組
織
・
自
治
会
・
町
内
会
又
は
集

落
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
警
察
署
）

に
提
供
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
は
、
市
役
所
及
び
支

援
組
織
に
お
い
て
適
正
に
管
理
し
、

ふ
だ
ん
か
ら
の
支
援
と
災
害
発
生

時
の
避
難
支
援
以
外
の
目
的
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

支
援
組
織
の
人
へ
お
願
い

　

支
援
組
織
の
人
は
、
登
録
者
に

次
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
情
報
伝
達　
避
難
勧
告
や
河
川

の
氾
濫
な
ど
の
防
災
情
報
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
誘
導　
声
を
掛
け
て
一
緒

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

③
安
否
確
認　

災
害
発
生
時
に

は
、
要
援
護
者
の
安
否
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
円
滑
な
支
援
活
動
の
た

め
、
日
頃
か
ら
声
掛
け
や
話
合
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
事
項

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
支
援
者
の

善
意
に
よ
り
支
援
を
受
け
る
も
の

で
す
。台
帳
へ
の
登
録
に
よ
っ
て
、

災
害
時
な
ど
の
支
援
が
保
障
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

地
域
支
援
者
は
、
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
誘
導
な
ど
に
関
し
て
、

決
し
て
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備

え
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

登
録
台
帳
に
関
す
る
こ
と

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

支
援
組
織
に
関
す
る
こ
と

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
�
９
１
２
２
）

各
支
所
自
治
振
興
課

制
度
の
必
要
性

　

大
規
模
な
災
害
発
生
直
後
は
、

電
話
の
不
通
や
道
路
の
寸
断
な
ど

で
、
消
防
や
警
察
な
ど
の
公
的
機

関
が
現
場
に
到
着
で
き
な
か
っ
た

り
、
到
着
が
大
幅
に
遅
れ
た
り
す

る
な
ど
、
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

㈶
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

災
害
時
に
外
国
人
を
言
語
面
で
支

援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る

講
座
を
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま

す
。

対
象　
外
国
人
支
援
に
関
心
が
あ

り
、
日
本
語
以
外
に
外
国
語
が

話
せ
る
人
（
国
籍
は
問
い
ま
せ

ん
。）

１
回
目

日
時　
８
月
21
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー

２
回
目

日
時　
９
月
４
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
国
府
小
学
校

※　

浜
田
市
防
災
訓
練
に
併
せ
て

実
施
し
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
８
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
０
５
６
）

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

を
災
害
か
ら
守
る
避
難
支
援

制
度
に
つ
い
て

災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
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・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
合
同

庁
舎

①

済 済 済

② ③ ④ 済 ⑥

県営住宅

片庭町
至栄町

Ｒ
９
号

至
益
田

済

至江津

　

市
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
お
知
ら

せ
文
書
や
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の

中
に
『
支
所
』
と
表
示
さ
れ
て
い

る
の
は
、
合
併
後
の
金
城
・
旭
・

弥
栄
・
三
隅
自
治
区
の
支
所
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
浜
田
自
治
区
内

の
長
浜
・
周
布
・
美
川
・
大
麻
・

国
府
・
有
福
公
民
館
に
あ
る
連
絡

係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

統
計
思
想
の
普
及
向
上
・
統
計

の
表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

特
選
・
入
選
作
品
は
、「
第
59

回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
出
品
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

第
１
部　

小
学
校
１
・
２
年
児
童

第
２
部　

小
学
校
３
・
４
年
児
童

第
３
部　

小
学
校
５
・
６
年
児
童

第
４
部　

中
学
校
の
生
徒

第
５
部　

高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・

学
生
及
び
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　
　
　
　

小
学
校
の
児
童
以
上

課
題　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校

４
年
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
児

童
が
観
察
又
は
調
査
し
た
結
果

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

作
品
の
規
格　
Ｂ
２
判
用
紙

募
集
締
切
日　
９
月
５
日
㈪

入
賞
作
品
の
発
表　
９
月
下
旬

※　

詳
し
く
は
、
本
庁
安
全
安
心

推
進
課
及
び
各
支
所
自
治
振
興

課
に
あ
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
統
計
協
会
【
〒
６
９
０

‐
０
８
７
７　

松
江
市
殿
町
１

１
１
番
地　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ビ

ル
７
階
（
☎
０
８
５
２
�
５
０

７
８
）】

　

市
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る

片
庭
住
宅
地
（
旧
原
井
小
学
校
敷

地
）
を
分
譲
し
ま
す
。

申
込
条
件　
申
込
み
は
、
区
画
番

号
を
指
定
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
１
人
で
複
数
の
区

画
を
希
望
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～

※　

申
込
み
順
に
区
画
を
決
定
し

ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
市
土
地

開
発
公
社
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
住
民

票
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

申
込
み
の
際
に
印
鑑
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
土
地
開
発
公
社
【
市
役
所
田

町
分
室
２
階
（
☎
�
９
６
７

０
）】

分譲する土地

区画番号 所在地番 面積
（㎡）

分譲価格
（円）

① 片庭町86番15 158.20 10,853,627

② 片庭町86番16 165.23 10,992,421

③ 片庭町86番17 165.26 10,994,417

④ 片庭町86番18 165.27 10,995,082

⑥ 片庭町86番20 178.21 12,473,452

　
「
私
は
、
悪
質
商
法
に
は
ひ
っ

か
か
ら
な
い
か
ら
、
大
丈
夫
！
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
被
害

に
あ
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

島
根
大
学
法
科
大
学
院
の
教
員

が
、
悪
質
商
法
や
サ
ラ
金
な
ど
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
応
策

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し

ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
す

る
法
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
無
料

法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

無
料
法
律
相
談
を
希
望
す
る
人
は

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
８
月
20
日
㈯

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
「
消
費
生
活
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
応
」

午
後
１
時
30
分
～
３
時

無
料
法
律
相
談

午
後
３
時
～
５
時

※　

無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、

１
人
30
分
程
度
、
定
員
６
人
と

し
ま
す
。

場
所　
マ
リ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー

（
長
浜
公
民
館
）

講
師
・
相
談
員　
島
根
大
学
法
科

大
学
院
教
員
（
弁
護
士
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
大
学
法
科
大
学
院
係

（
☎
０
８
５
２
�
９
８
３
５
）

生
活
・
環
境

支
所
と
連
絡
係
に
つ
い
て
の

お
願
い

平
成
23
年
度
島
根
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

の
募
集

公
社
所
有
地
を
分
譲
し
ま
す

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
と

無
料
法
律
相
談
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療
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環
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・
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健
康
・
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祉

子

育

て

　

市
で
は
、「
浜
田
市
消
費
生
活
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
、
専
門
の
相

談
員
や
専
用
の
相
談
室
に
よ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
消
費
生
活

相
談
「
啓
発
う
ち
わ
」
を
５
千
本

作
成
し
、
自
治
会
・
町
内
会
な
ど

に
配
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

申
込
み
順
に
配
付
し
、
無
く
な
り

次
第
終
了
と
し
ま
す
。こ
の
時
期
、

盆
踊
り
な
ど
に
合
わ
せ
て
ご
利
用

に
な
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

島根県消費生活センター
マスコットキャラクター

「だまされないゾウくん」

墓
地
を
つ
く
る
と
き
は
…

　

墓
地
を
つ
く
る
と
き
は
、
墓

地
・
埋
葬
な
ど
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
市
町
村
で
の
許
可
手
続
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
２
基
以
上
の
新
設
は
、

宗
教
法
人
・
公
益
法
人
な
ど
特
定

の
法
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
請
手
続

⑴　

墓
地
予
定
地
の
現
地
確
認
を

行
い
ま
す
。

⑵　

面
積
は
10
㎡
以
内
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
墓
地
に
予
定
し

て
い
る
部
分
を
分
筆
登
記
し
、

そ
の
地
番
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

⑶　

墓
地
予
定
地
の
土
地
の
名
義

は
原
則
申
請
者
と
な
り
ま
す
。

⑷　

予
定
地
の
半
径
１
０
０
ｍ
以

内
に
人
家
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
同
意
が
必
要
で
す
。

⑸　

予
定
地
の
地
目
が
田
又
は
畑

の
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
へ

農
地
転
用
許
可
の
手
続
が
必
要

で
す
。

墓
地
を
移
転
す
る
と
き
は
…

　

墓
地
を
移
転
（
改
葬
）
す
る
と

き
は
、
市
町
村
長
の
許
可
（
改
葬

許
可
）
が
必
要
で
す
。

　

改
葬
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、

次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請

書
を
提
出
し
て
、
現
在
の
墓
地
の

あ
る
地
の
市
町
村
長
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑴　

死
亡
者
の
本
籍
・
住
所
・
氏

名
・
性
別

⑵　

死
亡
年
月
日

⑶　

埋
葬
又
は
火
葬
の
場
所

⑷　

埋
葬
又
は
火
葬
の
年
月
日

⑸　

改
葬
の
理
由

⑹　

改
葬
の
場
所

⑺　

申
請
者
の
住
所
・
氏
名
・
死

亡
者
と
の
続
柄

⑻　

墓
地
使
用
者
又
は
焼
骨
収
蔵

委
託
者
と
の
関
係

※　

個
人
経
営
墓
地
か
ら
お
骨
を

全
て
改
葬
し
た
場
合
に
は
、
元

の
墓
地
の
廃
止
申
請
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　まだまだ暑さが厳しく冷房がかかせない日が続
いていますが、ここでちょっとエアコンの使い方
を見直してみましょう。環境にやさしいだけでな
く、家計にもおトクです。
☆夏の冷房時の室温は、28℃を目安にしましょう

年間で電気30.24kwhの省エネ　約670円の節約
原油換算7.62ℓ　ＣＯ₂削減量10.6㎏

※　外気温31℃のとき、エアコン（2.2kw）の冷
房設定温度を27℃から28℃にした場合（使用時
間：９時間／日）

☆冷房は必要なときだけつけましょう
年間で電気18.78kwhの省エネ　約410円の節約
原油換算4.73ℓ　ＣＯ₂削減量6.6㎏

※　冷房を１日１時間短縮した場合（設定温度：
28℃）

☆フィルターを月に１回か２回清掃しましょう
年間で電気31.95kwhの省エネ　約700円の節約
原油換算8.05ℓ　ＣＯ₂削減量11.2㎏

※　フィルターが目詰まりしているエアコン
（2.2kw）とフィルターを清掃した場合の比較

【一口メモ】
　レースのカーテンや、す
だれなどで日ざしをカット
しましょう。外出時は、昼
間でもカーテンを閉めると
効果的です。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ大
事典2011年版】

（本庁くらしと環境課）

消
費
生
活
相
談

「
啓
発
う
ち
わ
」
の
配
付

墓
地
を
つ
く
る
と
き
・
移
転

す
る
と
き
の
手
続

今日からおうちで省エネ !!【エアコン（冷房）の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～
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腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
（
Ｏ

１
５
７
・
Ｏ
２
６
な
ど
）
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

　

高
温
多
湿
の
気
象
条
件
が
続
く

と
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
食
中
毒
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
原
因
と
な
る
菌
が
増
え

や
す
い
環
境
を
作
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

食
中
毒
の
予
防
の
３
原
則

食
中
毒
の
原
因
菌
を｢

つ
け
な
い・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る｣

⑴　

菌
が
食
品
に
つ
か
な
い
よ
う

手
や
調
理
器
具
は
し
っ
か
り
洗

い
、
食
品
は
包
ん
で
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

例　
石
け
ん
と
流
水
で
て
い
ね
い

に
手
を
洗
い
、
調
理
器
具
は
使

用
し
た
後
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
肉
や
魚
は
そ
れ
ぞ
れ

分
け
て
包
み
ま
し
ょ
う
。

⑵　

冷
蔵
庫
の
温
度
管
理
に
気
を

つ
け
、
食
品
は
早
め
に
食
べ
き

り
ま
し
ょ
う
。

例　
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍

庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
に
維

持
し
ま
し
ょ
う
。
食
品
の
購
入

の
際
に
は
、
消
費
期
限
な
ど
の

表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

⑶　

食
品
の
内
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
、
調
理
器
具
は
こ
ま
め
に

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

例　
調
理
器
具
は
、
煮
沸
消
毒
や

漂
白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
が

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
テ
レ
ビ

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
・
液
晶
式
・
プ

ラ
ズ
マ
式
）
は
、
市
の
収
集
に
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い

た
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
と
不
法
投

棄
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

店
に
引
取
り
を
依
頼
す
る
場
合

　

廃
棄
し
よ
う
と
す
る
テ
レ
ビ
を

購
入
し
た
店
、
又
は
新
し
い
テ
レ

ビ
を
購
入
す
る
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
必
要
で
す
。

○
別
途
収
集
・
運
搬
料
金
（
店
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

指
定
引
取
場
所
に
持
ち
込
む
場
合

①
郵
便
局
で「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
（
振
込

手
数
料
が
別
途
必
要
で
す
）。

②
そ
の
際
発
行
さ
れ
る
「
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
券
」
を
添
え
て
、
指

定
引
取
場
所
に
直
接
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

指
定
引
取
場
所

三
光
㈱
浜
田
営
業
所

所
在
地　
下
府
町
３
２
７
番
地
７

１
（
石
央
物
流
団
地
内
）

電
話
番
号　
☎
�
１
２
６
７

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
正
午
・

午
後
１
時
～
５
時

休
業
日　
日
・
祝
祭
日
・
盆
・
年

末
年
始

日
ノ
丸
西
濃
運
輸
㈱
浜
田
支
店

所
在
地　
下
府
町
３
２
７
番
地
３

３
（
石
央
物
流
団
地
内
）

電
話
番
号　
☎
�
１
０
０
０

受
付
時
間　
午
前
８
時
～
正
午
・

午
後
１
時
～
５
時

休
業
日　
日
・
祝
祭
日
・
盆
・
年

末
年
始

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

８月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
8 月 相生町１～３
9 火 相生町３・４、竹迫町
10 水 杉戸町、笠柄町
11 木 熱田町６～10
12 金 小福井団地、汐入団地
17 水 石原団地、内田町
18 木 長浜町１～８
19 金 日脚町２～６・８、大久保団地、周布町
22 月 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
23 火 唐鐘１～９
24 水 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
25 木 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
26 金 上府町三宅、外ノ浦町、松原１～３・６
29 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
30 火 殿町１～５、田町２～５
31 水 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの
連絡により土曜日に実施することができます。

（本庁くらしと環境課）

　

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次

の
と
お
り
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

盆
前
の
し
尿
収
集
は
大
変
混
み

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み
ま

し
ょ
う
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

８
月
13
日
㈯
～
16
日
㈫

・
門
田
産
業
㈲

８
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

８
月
12
日
㈮
～
16
日
㈫

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

８
月
14
日
㈰
～
16
日
㈫

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

８
月
13
日
㈯
～
16
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

い
ら
な
く
な
っ
た
テ
レ
ビ
の

処
分
方
法

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
・
江
津
地
域
の
雇
用
情
報

や
企
業
へ
の
応
募
の
機
会
を
提
供

し
、
地
元
就
職
・
定
住
の
促
進
及

び
企
業
に
お
け
る
人
材
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
企
業
担
当
者
に
よ
る
職

場
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

○
就
職
面
接
会
（
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
）

　

企
業
別
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、

企
業
に
よ
る
面
接
や
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。ま
た
、展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
企
業
案
内
な
ど

各
種
資
料
を
参
加
者
に
提
供
し

ま
す
。

○
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
午
後
１

時
30
分
～
午
後
４
時
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
ふ
る
さ
と

島
根
定
住
財
団
・
島
根
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
や

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
す
る
相
談

を
行
い
ま
す
。

○
福
祉
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
正

午
～
午
後
０
時
50
分
）

　

就
職
活
動
の
方
法
や
職
種
・

仕
事
内
容
・
求
職
登
録
な
ど
に

つ
い
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま

す
。

学
生
の
皆
さ
ん
へ

　

島
根
県
外
在
住
で
、
県
内
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
就
職
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
参
加
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
島
根
県
外
在
住
で
、
平
成

24
年
３
月
に
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を

卒
業
予
定
の
人

助
成
金
額　
２
、
５
０
０
円

助
成
手
続　
当
日
、
学
生
受
付
に

て
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※　

島
根
県
外
の
大
学
・
短
期
大

学
な
ど
に
在
学
中
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
も
の
（
学
生
証
な

ど
）・
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
内　

浜
田
・

江
津
地
区
雇
用
推
進
協
議
会

（
☎
�
９
５
０
１
）

対
象　
平
成
24
年
３
月
に
大
学
・

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
人
及

び
卒
業
後
３
年
以
内
の
未
就
職

者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

日
時　
８
月
９
日
㈫

正
午
～
午
後
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

内
容

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ナ
ー（
午
後
１
時
～
１
時
30
分
）

　

萩
・
石
見
空
港
「
空
の
日
」
記

念
事
業
と
し
て
、
テ
ー
マ
を
「
空

（
空
港
と
飛
行
機
）」
と
し
た
絵

画
展
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
を

対
象
に
作
品
の
募
集
を
し
ま
す
の

で
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生

テ
ー
マ　
空
（
空
港
と
飛
行
機
）

※　

萩
・
石
見
空
港
や
飛
行
機
な

ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
結

構
で
す
。

サ
イ
ズ　
４
つ
切
り
画
用
紙
（
そ

の
ほ
か
の
サ
イ
ズ
は
不
可
）

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学

校
名
・
学
年
を
明
記
の
上
、
持

参
又
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

学
校
で
取
り
ま
と
め
す
る
場

合
は
、
応
募
者
の
名
簿
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
９
月
９
日
㈮
必
着

提
出
先　
石
見
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
㈱
【
〒
６
９
８-

０
０
５

１　

益
田
市
内
田
町
イ
５
９

７
】

表
彰　
入
賞
者
に
は
学
校
を
通
じ

て
通
知
し
ま
す
。

※　

入
賞
作
品
は
、
10
月
14
日
㈮

か
ら
10
月
31
日
㈪
ま
で
、
萩
・

石
見
空
港
に
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
大
賞
・
金
賞
受
賞
者
は
、

萩
・
石
見
空
港
マ
ラ
ソ
ン
メ
イ

ン
会
場
で
表
彰
式
を
行
う
予
定

で
す
。
な
お
、
応
募
者
全
員
に

記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

「
空
の
日
」
と
は
…
？

　

民
間
航
空
再
開
40
周
年
を
記
念

し
て
、
平
成
４
年
に
創
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。
広
く
地
域
の
皆
さ
ん

に
航
空
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
理

解
と
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
全
国
各
地
の
空
港
で
様
々

な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩
・
石
見
空
港
で
飛
行
機
が
見
ら

れ
る
時
間
帯

・
東
京
便
（
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ａ
３
２

０
）

午
後
０
時
50
分
～
１
時
20
分

・
大
阪
便
（
プ
ロ
ペ
ラ
機
Ｄ
Ｈ
Ｃ

８
‐
Ｑ
４
０
０
）

午
後
２
時
35
分
～
３
時
５
分

※　

大
阪
便
は
８
月
31
日
㈬
ま
で

の
期
間
限
定
の
運
航
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

石
見
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱

（
☎
０
８
５
６
�
０
０
１
０
）

益
田
市
文
化
交
流
課
空
港
対
策

室
（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

産
業
・
地
域
活
性
化

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

浜
田
会
場
の
開
催

萩
・
石
見
空
港
「
空
の
日
」

記
念
事
業

絵
画
募
集
の
お
知
ら
せ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

乾
椎
茸
生
産
者
及
び
新
規
参
入
希

望
者
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
い
わ
み
中

央
原
木
乾
椎
茸
生
産
組
合
・
Ｊ
Ａ

い
わ
み
中
央
・
石
央
森
林
組
合
・

素
材
生
産
事
業
者
・
県
・
市
に
お

い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
原
木
椎
茸
の
生
産
量
増
加

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
椎
茸
原
木
の
供
給
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

価
格

①
玉
切
り
原
木
（
３
０
０
本
以
上

注
文
の
場
合
の
１
本
単
価
）

・
金
城
加
工
場　

１
本
２
０
０
円

・
庭
先
渡
し　
　

１
本
２
１
５
円

②
植
菌
済
原
木
（
３
０
０
本
以
上

注
文
の
場
合
の
１
本
単
価
）

・
金
城
加
工
場　

１
本
４
１
０
円

・
庭
先
渡
し　
　

１
本
４
２
５
円

受
付
締
切
日　
９
月
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

協
同
組
合
ヴ
ァ
ー
テ
ッ
ク
ス

（
☎
�
３
１
７
４
・
▢FAX
�
３
１

７
５
）

　

浜
田
市
の
誇
る
芸
能
「
石
見
神

楽
」
を
、
次
の
期
間
、
毎
日
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

今
年
は
古
事
記
編
纂
１
３
０
０

年
の
前
年
に
あ
た
り
、
上
演
日
数

も
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
程

・
石
央
文
化
ホ
ー
ル

８
月
11
日
㈭
～
31
日
㈬

午
後
８
時
～

・
あ
さ
ひ
荘
別
館

９
月
１
日
㈭
～
10
日
㈯

午
後
８
時
30
分
～

・
リ
フ
レ
パ
ー
ク
き
ん
た
の
里

９
月
11
日
㈰
～
20
日
㈫

午
後
８
時
30
分
～

・
美
又
温
泉
会
館

９
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮

午
後
８
時
30
分
～

入
場
料　
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

※　

宿
泊
客
の
人
に
は
割
引
鑑
賞

券
（
４
０
０
円
）
を
用
意
し
て

い
ま
す
。 

※　

上
演
社
中
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
振
興
課

　

平
成
24
年
の
古
事
記
１
３
０
０

年
を
記
念
し
て
、
浜
田
市
で
は
往

年
の
石
見
神
楽
の
資
料
（
映
像
・

静
止
画
・
録
音
な
ど
）
を
募
り
ま

す
。
上
演
時
の
資
料
に
限
ら
ず
、

練
習
風
景
や
楽
屋
の
様
子
、
手
記

な
ど
も
対
象
に
し
ま
す
。

収
集
の
目
的　
提
供
い
た
だ
い
た

資
料
は
、
研
究
を
は
じ
め
石
見

神
楽
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
に
活
用
し
ま
す
。
公
開
・

非
公
開
及
び
返
却
・
寄
贈
の
取

扱
い
は
、
提
供
時
に
確
認
し
厳

守
し
ま
す
。

対
価　
原
則
無
償
と
し
ま
す
が
、

提
供
い
た
だ
い
た
人
に
は
公
開

可
能
と
さ
れ
た
資
料
を
デ
ー
タ

化
し
て
お
渡
し
し
、
お
礼
に
代

え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

提
供
方
法　
提
供
い
た
だ
け
る
人

は
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
き
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日　
12
月
26
日
㈪

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
振
興
課

（
☎
�
９
５
３
１
）

　

波
子
海
岸
を
会
場
に
「
神
話
サ

ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

石
見
神
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た
砂

像
が
砂
浜
に
出
現
。
地
域
の
特
産

品
の
展
示
販
売
の
ほ
か
、
入
り
日

を
バ
ッ
ク
に
し
た
石
見
神
楽
「
い

さ
り
火
神
楽
」
の
上
演
も
あ
り
ま

す
。

日
時　
８
月
26
日
㈮

午
後
６
時
～
８
時

８
月
27
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
８
時

８
月
28
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
波
子
海
岸
（
し
ま
ね
海
洋

館
ア
ク
ア
ス
前
）

※　

天
候
な
ど
に
よ
り
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

江
津
市
役
所
内　

神
話
サ
ン
ド

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
実
行
委
員

会（
☎
０
８
５
５
�
２
５
０
１
）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
帰
省
し

た
家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ

リ
ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪

午
後
８
時
～
10
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

（
☎
�
９
５
３
１
）

椎
茸
原
木
販
売
の
お
知
ら
せ

石
見
の
夜
神
楽
毎
日
公
演

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

神
楽
の
資
料

神
話
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
空
き
家
に
、
市
外
か
ら
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
入
居
し
、
所

有
者
又
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
改

修
を
行
う
場
合
、
そ
の
改
修
が
浜

田
市
空
き
家
改
修
補
助
金
（
最
大

１
０
０
万
円
）
の
対
象
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
へ
情
報
提
供
を

行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
�
９
２
２
０
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
非
木
造
の

冷
蔵
倉
庫
（
保
管
温
度
が　
10
℃
以

下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
、
評
価
額
の
計
算

方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
非
木
造
の
「
冷
蔵
倉

庫
」
に
つ
い
て
は
「
一
般
の
倉
庫
」

と
同
じ
取
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
「
冷

蔵
倉
庫
」
は
「
一
般
の
倉
庫
」
に

比
べ
て
家
屋
の
評
価
額
が
早
く
減

少
す
る
計
算
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
非
木
造
の
冷

蔵
倉
庫
を
確
認
す
る
た
め
、
市
内

に
所
有
し
て
い
る
倉
庫
が
次
の
要

件
に
全
て
該
当
す
る
人
は
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。現
地
を
確
認
し
、

平
成
24
年
度
か
ら
変
更
適
用
し
ま

す
。

要
件

⑴　

倉
庫
は
、
非
木
造
（
木
造
以

外
）
で
あ
る
こ
と

⑵　

保
管
温
度
が
常
に
10
℃
以
下

に
保
た
れ
る
倉
庫
で
あ
る
こ
と

⑶　

倉
庫
そ
の
も
の
に
冷
蔵
機
能

を
備
え
て
い
る
こ
と

※　

建
物
自
体
が
冷
蔵
倉
庫
と

な
っ
て
い
る
（
建
物
床
面
積
の

50
％
以
上
の
部
分
）
も
の
が
対

象
で
す
。
常
温
倉
庫
内
に
プ
レ

ハ
ブ
式
冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵

庫
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

　

市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

一
度
手
続
を
す
る
と
、
口
座
を

解
約
し
た
り
、
納
税
義
務
者
が
変

わ
っ
た
り
し
な
い
限
り
、
翌
年
度

以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
納

め
忘
れ
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
納
付
額
が
通
帳
に
記
載

さ
れ
る
た
め
、
納
付
記
録
に
も
な

り
ま
す
。

申
込
手
続

　

預
貯
金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
申
込

手
続
が
で
き
ま
す
。手
続
の
際
に
、

預
貯
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て

い
る
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

申
込
書
は
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
時
期

　

申
込
み
の
翌
月
以
降
の
納
期
分

か
ら
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い

て
は
、
申
込
み
が
20
日
以
降
の
場

合
は
、
翌
々
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。

納
付
で
困
っ
て
い
る
場
合
に
は
…

　

納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
状

況
に
応
じ
た
納
付
方
法
な
ど
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
�
９
２
４
０
）

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

状
況
を
８
月
31
日
ま
で
に
届
け
出

て
、
受
給
資
格
を
更
新
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を
経
過

す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当
を
受

け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
個
人
通
知

を
７
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
を
持
っ
て

い
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

市
税
は
納
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に

税
務
・
納
税



広報はまだ：平成23年８月号　　　16

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
１
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

８
月
18
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

健
康
づ
く
り
と
福
祉
に
対
す
る

よ
り
一
層
の
理
解
向
上
を
目
的
と

し
て
開
催
す
る
「
浜
田
市
健
康
福

祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
ふ
れ
あ

い
ス
テ
ー
ジ
で
、
演
技
な
ど
を
披

露
し
て
も
ら
え
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

日
時　
10
月
16
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
海
の
み
え
る
文
化
公
園
野

外
ス
テ
ー
ジ

演
技
時
間　
15
分
（
入
退
場
時
間

含
む
。）

応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴　

市
内
に
居
住
す
る
人
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
こ

と
⑵　

健
康
づ
く
り
や
福
祉
活
動
を

理
解
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

⑶　

演
技
内
容
は
、
来
場
者
が
楽

し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑷　

政
治
・
宗
教
・
営
利
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
な
い
団
体
で
あ

る
こ
と

募
集
団
体
数　
11
団
体
（
予
定
）

※　

予
定
数
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
選
定
委
員
会

で
協
議
の
上
、
参
加
団
体
を
決

定
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈬
必
着

申
込
方
法　
ス
テ
ー
ジ
参
加
申
込

書
（
本
庁
地
域
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
の
際
に
は
、
ス
テ
ー

ジ
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
内　

浜
田
市

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

軽
度
難
聴
児
が
装
用
す
る
補
聴

器
の
購
入
費
用
の
一
部
を
、
保
護

者
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
に
全
て
該
当
す

る
市
内
に
住
所
を
有
す
る
軽
度

難
聴
児
の
保
護
者

⑴　

年
齢
が
18
歳
未
満
の
人

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
（
聴
力
の

障
が
い
に
係
る
も
の
）
の
交
付

の
対
象
と
な
ら
な
い
人

⑶　

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条

第
１
項
に
規
定
す
る
医
師
が
、

補
聴
器
の
装
用
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
人

※　

た
だ
し
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⑴　

市
民
税
課
税
世
帯
で
世
帯
員

に
市
民
税
所
得
割
額
が
46
万
円

以
上
（
申
請
す
る
月
が
４
月
か

ら
６
月
ま
で
の
場
合
は
、
前
年

度
の
市
民
税
の
所
得
割
額
）
の

人
が
い
る
場
合

⑵　

こ
の
助
成
の
決
定
を
受
け
た

日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な

い
場
合

助
成
金
額　
購
入
費
用
の
９
／
10

以
内
の
額
（
た
だ
し
、
補
聴
器

１
個
に
つ
き
４
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。）

申
請
方
法　
申
請
書
（
本
庁
高
齢

者
障
が
い
者
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
�
９
３
２
２
）

所
得
状
況
届
の
お
知
ら
せ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌

年
７
月
ま
で
の
手
当
の
支
給
の
要

否
を
認
定
す
る
た
め
に
、
８
月
１

日
現
在
の
受
給
資
格
な
ど
の
現
状

を
８
月
11
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で

の
間
に
届
け
出
て
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
の
人
に

は
市
か
ら
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

※　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
対
象
児
童
が
養
護
学
校

や
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
寮

し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居
監

護
事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願

書
」
に
、
学
校
又
は
居
住
し
て

い
る
地
域
の
民
生
委
員
に
証
明

を
受
け
、
ほ
か
の
添
付
書
類
と

併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

健
康
・
福
祉

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
参
加
団

体
の
募
集

軽
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費

の
助
成
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
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安
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業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時　
８
月
10
日
㈬
・
９
月
14
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

担
当
者　
山
本
喜
志
恵
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　９月以降のがん検診日程については、「平成23
年度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診す

ることができます。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
　各支所市民福祉課

胃がん検診（予約不要）　　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会場

金
城

８月８日㈪ 8:00～ 8:30 久佐公民館（くざ会館）
9:30～10:30 美又公民館（みまた会館）

８月10日㈬ 8:00～ 9:00 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～11:00 小国公民館（おぐに会館）

旭８月３日㈬ 8:00～10:30 市木生活改善センター
８月４日㈭ 8:00～14:00 旭保健センター

弥
栄

８月９日㈫ 8:00～ 9:00 弥栄会館
10:00～11:00 老人福祉センター

８月17日㈬ 8:00～ 9:00 老人福祉センター
9:30～10:30 弥栄会館

三
隅８月18日㈭

8:30～ 9:00 みのり会館
10:30～11:00 市場集会所
13:30～14:00 下室谷集会所

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。
受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です。
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成24年２月29日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上（必要者のみ）

実施日 受付時間 会場
金
城８月31日㈬ 13:30～14:00 美又公民館（みまた会館）

15:00～15:30 波佐公民館（ときわ会館）
※　65歳以上で結核検診を受けられなかった人は、肺
がん検診を利用してください。

子宮頸がん検診
　平成23年度から、子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰ
Ｖ（ヒトパピローマウイルス）検査を無料で受けるこ
とができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますの
で注意してください。

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会場
浜
田

８月21日㈰ 9:30～11:30 市役所東分庁舎前駐車場（休日検診）13:00～15:00

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成24年２月29日㈬まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。

開業医が行う時間外の
子宮頸がん検診のお知らせ

　７月１日㈮から平成24年２月29日㈬までの期間で実
施している医療機関での子宮頸がん検診について、診
療時間内の検診に加え、時間外の検診を次の日程で実
施します。
　仕事の都合などで診療時間内の受診が難しい人は、
ぜひこの時間外の検診を利用し、子宮頸がん検診を受
診しましょう。
対象　20歳～49歳の女性
受診料　無料
申込方法　受診希望日の前日までに電話で予約をして
ください。都合によりキャンセルする場合も、前日
までに電話で連絡してください。

※　保険証を持参してください。
受託医療機関 診療日程

産婦人科江木医院
（☎�１１８１）

８月26日㈮・９月16日㈮・10月28日
㈮・11月25日㈮・12月９日㈮・平成
24年１月27日㈮・２月24日㈮
検診時間　17:00～19:00

中山産婦人科医院
（☎�００７１）

８月１日㈪・９月５日㈪・10月３日
㈪・11月７日㈪・12月５日㈪・平成
24年１月16日㈪・２月６日㈪
検診時間　17:00～18:30

８月各種がん検診の日程

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
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今日からできる！
　　熱中症予防のポイント５か条
～体はすずしく、心はあたたかく～

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
へ
、
８
月
１
日
か
ら
使

う
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
７
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届
い

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
受
給
者
証
」
と
は
？

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
変
更
は
70
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
月
）
か
ら
で
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
【
２
割

（
た
だ
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
は
１
割
）】
又
は
【
３
割
】

の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
た
「
高

齢
受
給
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
加
入

者
へ
は
、
各
健
康
保
険
者
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担

割
合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
病

院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
高
齢
受

給
者
の
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

熱中症が多発する季節です！

　熱中症は、高温・多湿の環境で体温を調節す
る機能がコントロールを失い、発症します。炎
天下ばかりでなく、室内で静かに過ごしていて
も起こります。

　熱中症は、ちょっとした注意で防ぐことがで
きます。レジャーのときばかりではなく、ふだ
んの日常生活から心掛けたいポイントですので
早速今日から試してみましょう。
ポイント①　こまめな水分補給を！
・「のどが渇いた」と感じたときには、体は既

にかなりの水分不足になっていることが多い
です。のどが渇いていなくても定期的に水分
を補給しましょう。

・特に夏場は、汗と一緒に塩分が失われます。
スポーツドリンクを飲んだり、お茶や水に少
し塩を加えて飲んだりして、水分補給をしま
しょう（１ℓのお茶又は水に対して塩をひと
つまみ程度）。

ポイント②　自分の体調と今いる場所の気温・
湿度に気を配ろう！

・暑さに対する抵抗力は、体調や慣れなどの影
響により個人によって異なります。

・自分の体調の変化に気を付け、暑さに敏感に
なりましょう。実際の温度を知ることで、適
切な対応をとりやすくなります。

・気温28度、湿度55％以上になると熱中症のリ
スクが増えます。それ以下の気温でも急激な
気温や湿度の上昇により熱中症を発症するこ
ともあります。

ポイント③　高齢者や乳幼児は特に注意が必要
です！

・高齢者は、暑さやのどが渇いた感覚を感じに
くくなっている場合があります。また乳幼児
は、体温調節機能が未熟な場合がありますの
で、特に注意してください。

ポイント④　まわりも協力して、みんなで声を
掛け合いましょう！ 

・毎年、熱中症の発症が繰り返されるのは、自
分で気付きにくい、又は「たいしたことはな
い」と感じてしまうことが多いのも原因のひ
とつです。

・一人ひとりが周囲の人に気を配り、熱中症の
予防を呼び掛け合うことで、熱中症の発生を
防ぐことができます。

ポイント⑤　節電を意識するあまり、熱中症予
防を忘れないように注意してくだ
さい！

・今年は、震災の影響により節電に対する取組
が特に意識されていますが、気温や湿度が高
い日には、無理な節電は控えましょう。

・冷房の設定温度は28度にして、扇風機との併
用で効率的に冷気を循環させるなど、上手に
使うコツを身に付けましょう。打ち水やグ
リーンカーテンも効果的です。

熱中症になったときの対応

①涼しい場所へ避難させる。
②衣服をゆるめ、体を冷やす。
③スポーツドリンクなどで水分・塩分を補給する。
※　自力で水を飲めない・意識がない人がいる

場合は、周りの人が協力をして直ちに救急隊
を要請しましょう。

（本庁地域医療対策課）

※　次回９月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

熱中症に注意してください！

保
険
・
医
療
・
年
金

届
い
て
い
ま
す
か
？

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
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割
合
が
【
２
割
】
か
ら
【
１
割
】

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
再
度
見
直
し
が
行
わ

れ
、【
１
割
】
が
さ
ら
に
１
年
間

据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
（
現
役
並
み
所
得
者
は
【
３
割
】

で
す
）。

国
民
健
康
保
険
証
の
よ
う
に
有
効

期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
、
送
付
し
た
高
齢
受
給
者

証
は
８
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
を
有
効
期
限
と
し
て

い
ま
す
（
期
間
内
に
75
歳
に
な
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
人
は
、
誕
生

日
の
前
日
ま
で
）。

　

高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
割
合

は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
の
で
、
所
得
判
定
に
よ
り

自
己
負
担
割
合
の
決
定
し
た
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
ほ

か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

や
、
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
高
齢
受
給
者

証
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

更
新
の
必
要
な
人

　

福
祉
医
療
対
象
者
で
、
有
効
期

限
が
平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
人

※　

対
象
者
へ
は
、
８
月
中
旬
ま

で
に
更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
。）

②
印
鑑

③
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）

④
福
祉
医
療
証
「
資
格
証
」（
有

効
期
間
が
平
成
23
年
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
次

の
も
の

重
度
心
身
障
害
者

・
療
育
手
帳
（
Ａ
）
又
は
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
福
祉
医
療
費
所
得
調
査
票
（
提

出
の
必
要
が
あ
る
人
へ
更
新
申

請
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。）

・
非
課
税
公
的
年
金（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
な
ど
）の
受
給
者
は
、

平
成
22
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
の
支
給
金
額
の
分
か
る
も
の

（
支
払
通
知
書
・
額
改
定
通
知

書
・
振
込
金
額
の
分
か
る
通
帳

の
コ
ピ
ー
な
ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

　

全
日
制
高
等
学
校
（
定
時
・
通

信
制
高
等
学
校
を
含
む
。）
に
在

学
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
今
年

度
中
に
18
歳
に
到
達
（
又
は
18
歳

以
上
20
歳
未
満
）
す
る
学
生
に
つ

い
て
は
、次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・
対
象
児
童
の
学
生
証
又
は
、
在

学
証
明
書
（
平
成
23
年
４
月
１

日
以
降
に
学
生
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
も
の
）

共
通

・
平
成
23
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
23
年
１
月
１
日
に
浜
田

市
に
住
所
の
な
い
人
）

※　

所
得
要
件
な
ど
で
、
非
該
当

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
31
日
㈬

※　

10
月
末
ま
で
に
申
請
し
、
引

き
続
き
該
当
と
な
れ
ば
、
10
月

１
日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し

ま
す
。
11
月
以
降
に
更
新
手
続

を
し
た
場
合
は
、
申
請
月
の
初

日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し
ま

す
。 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

７
月
ま
で
普
通
徴
収
（
納
付
書

や
口
座
振
替
）
で
介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
た
人
の
う
ち
、
今
年
２

月
１
日
現
在
で
年
金
受
給
権
が
発

生
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
８
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
納
付
方
法

が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
を
担
保
に
借
入

れ
を
し
て
い
る
人
や
、
現
況
届
の

出
し
忘
れ
・
出
し
遅
れ
が
あ
っ
た

人
は
、
特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

引
き
続
き
納
付
書
や
口
座
振
替
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
介
護
保
険

料
を
納
付
し
て
い
た
人
が
特
別
徴

収
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
口
座
振

替
は
自
動
的
に
止
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

（
☎
�
１
５
２
０
）

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
19
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
講
堂

演
題　
学
び
で
つ
な
が
る
学
習
集

団
づ
く
り

講
師　
土
田
光
子
さ
ん
（
大
阪
府

八
尾
市
立
曙
川
中
学
校
首
席
教

諭
）

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
研
究
会
人
権
・
同
和
教

育
部
会
事
務
局
上
府
小
学
校

（
☎
�
０
０
１
３
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

８
月
か
ら
介
護
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
わ
る
人
が

い
ま
す

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

人
権

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

福
祉
医
療
の
更
新
手
続
に

つ
い
て
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激
な

変
化（
会
社
の
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
な

ど
）
に
よ
り
修
学
が
困
難
と
な
っ

た
学
生
・
生
徒
に
対
し
、
修
学
支

援
の
た
め
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有

す
る
人

・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校（
後

期
課
程
に
限
る
。）・
高
等
専
門

学
校
・
大
学
・
短
期
大
学
・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。）

に
在
学
中
の
人

・
向
学
心
が
あ
り
な
が
ら
、
平
成

23
年
４
月
以
降
、
保
護
者
の
経

済
状
況
の
急
激
な
変
化
に
よ
り

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優

秀
な
人

支
給
額　
経
済
的
に
困
難
な
状
況

が
生
じ
た
月
分
か
ら
支
給
し
ま

す
。
以
降
年
２
回
、
４
月
と
10

月
に
半
年
分
ず
つ
貸
与
し
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

月
額
１
０
、
０
０
０
円

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）

月
額
３
０
、
０
０
０
円

返
還
期
間　
貸
与
終
了
後
、
２
年

経
過
後
か
ら
返
還
が
始
ま
り
ま

す
。
月
賦
・
半
年
賦
又
は
年
賦

に
よ
る
均
等
返
還
で
、
繰
上
返

還
も
可
能
で
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校６

年

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）　
　
　
　
　

12
年

※　

返
還
中
に
災
害
・
病
気
な
ど

の
理
由
で
返
還
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
、
状
況
に
応
じ
て
返
還

期
限
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
卒
業
後
一
定
期
間
、
浜

田
市
に
在
住
し
、
貢
献
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
一
部
返
還
が
免

除
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
請
書
類
（
市
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

募
集
締
切
日　
８
月
31
日
㈬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課

（
☎
�
９
７
０
０
）

　

浜
田
市
の
未
来
を
拓ひ

ら

く
新
成
人

の
皆
さ
ん
を
地
域
の
温
か
い
気
持

ち
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

弥
栄

日
時　
８
月
15
日
㈪

午
前
11
時
～

場
所　
弥
栄
会
館

問
い
合
わ
せ
先

市
弥
栄
支
所
自
治
振
興
課

（
☎
�
２
１
１
１
）

三
隅

日
時　
８
月
14
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
隅
中
央
会
館

問
い
合
わ
せ
先

市
三
隅
支
所
自
治
振
興
課

（
☎
�
２
８
０
１
）

※　

浜
田
・
金
城
・
旭
自
治
区
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
１
月
に

開
催
し
ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方

在
住
者

申
込
方
法　
出
品
票
（
本
庁
文
化

振
興
課
・
各
支
所
教
育
委
員
会

分
室
・
世
界
こ
ど
も
美
術
館
・

石
正
美
術
館
・
浜
田
図
書
館
・

石
央
文
化
ホ
ー
ル
・
い
わ
み
ー

る
・
ラ･

ぺ
ア
ー
レ
浜
田
・
サ

ン
マ
リ
ン
浜
田
・
サ
ン･

ビ
レ
ッ

ジ
浜
田
・
浜
田
郷
土
資
料
館
・

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
出
品

料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
場
所
・
期
間

①
本
庁
文
化
振
興
課

９
月
12
日
㈪
～
21
日
㈬　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

②
各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

９
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

③
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
22
日
㈭　

午
後
１
時
～
５

時９
月
23
日
㈷
～
25
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

募集部門・出品料
写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・加工した

ものは不可）
１人３点以内
１点1,500円(中・高校生500円)

書の部
第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など
（中・高校生は、各部とも軸物可）

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,500円(中・高校生500円)

絵画の部
油絵・水彩画・日本画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円(中・高校生500円)

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻・陶芸など １人１点限り
１点1,000円(中・高校生300円)

※　未発表の自己作品で、作品の裏などに展示用吊り紐のあるもの（ガラス入り額装不可）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

緊
急
奨
学
金
貸
与
者
の
募
集

平
成
23
年
度
成
人
式

浜
田
市
美
術
展
一
般
公
募
展

作
品
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

作
品
搬
入
場
所
・
期
間

①
各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

９
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

②
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
22
日
㈭　

午
後
１
時
～
５

時９
月
23
日
㈷
～
25
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

展
示
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
10
日

㈷　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時（
10
日
㈷
は
午
後
３
時
ま
で
）

展
示
場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査

の
上
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
特

別
賞
各
賞
を
授
与
し
ま
す
。

表
彰
式　
10
月
１
日
㈯

午
前
10
時
～

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出
場
所
・
期
間

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

10
月
10
日
㈷　

午
後
４
時
～
６

時
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

季
節
の
雰
囲
気
や
風
景
の
一
コ

マ
を
カ
メ
ラ
で
切
り
取
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
８
月
28
日
㈰
・
９
月
11
日

㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

１
日
目　
８
月
28
日
㈰

講
義
・
撮
影
（
道
の
駅
・
ゆ
う

ひ
パ
ー
ク
浜
田
周
辺
）

※　

参
加
者
は
、
撮
影
し
た
写
真

を
３
枚
程
度
、
Ａ
４
版
に
プ
リ

ン
ト
し
、
２
日
目
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

２
日
目　
９
月
11
日
㈰

講
評

※　

参
加
者
の
作
品
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
講
評
を
行
い

ま
す
。

定
員　
30
人

料
金　
無
料

※　

カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　
江
川
安
夫
さ
ん
（
全
日
本

写
真
連
盟
浜
田
支
部
会
員
）

竹
本
晴
男
さ
ん
（
二
科
会
写
真

部
島
根
支
部
会
員
）

倉
井
久
夫
さ
ん
（
み
す
み
写
真

ク
ラ
ブ
会
員
） 

申
込
締
切
日　
８
月
22
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

１
㎏
の
粘
土
を
使
っ
て
、
自
由

な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
制

作
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
８
月
28
日
㈰
・
９
月
18
日

㈰
・
25
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
雪
舟
焼
窯
元（
旭
町
丸
原
）

１
日
目　
８
月
28
日
㈰

作
品
制
作

２
日
目　
９
月
18
日
㈰

素
焼
き
し
た
作
品
の
色
付
け

３
日
目　
９
月
25
日
㈰

完
成
作
品
の
講
評
・
鑑
賞

定
員　
15
人

料
金　
２
、
０
０
０
円
（
粘
土
・

釉
薬
・
焼
成
ほ
か
材
料
代
）

申
込
締
切
日　
８
月
22
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

対
象　
県
内
に
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
人
若
し
く
は
県

内
出
身
者

募
集
部
門　
一
般
の
部
（
高
校
生

を
含
む
。）・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部（
中

学
生
以
下
）

応
募
締
切
日　
９
月
５
日
㈪
（
郵

送
の
場
合
は
、当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
郵
送
又
は
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
未
発
表

の
自
己
作
品
に
限
り
ま
す
）。

※　

募
集
要
項
は
、
本
庁
文
化
振

興
課
及
び
各
支
所
教
育
委
員
会

分
室
・
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

応
募
規
定

⑴　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
は
１
人

３
首
（
句
）
以
内
で
、
郵
送
の

場
合
は
、
は
が
き
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

⑵　

詩
は
１
人
１
編
で
、
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
と
し
ま
す
。

⑶　

散
文
（
随
筆
・
小
説
・
評
論

な
ど
）
は
１
人
１
編
で
、
原
稿

用
紙
20
枚
以
内
と
し
ま
す
。

※　

優
秀
な
作
品
を「
島
根
文
芸
」

（
12
月
発
行
）
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
島
根
県
民
文
化
祭
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
文
化
国
際
課
文
化
振
興
室

【
〒
６
９
０-

８
５
０
１　

松

江
市
殿
町
１
番
地
（
☎
０
８
５

２
�
５
８
７
７
）】

Em
ail:bunkashinko@

pref.
shim

ane.lg.jp

浜
田
市
美
術
展
協
賛
事
業

写
真
教
室

浜
田
市
美
術
展
協
賛
事
業

陶
芸
教
室

平
成
23
年
度
島
根
県
民
文
化
祭

文
芸
作
品
の
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

韓
国
語
会
話
２

　

７
月
ま
で
の
講
座
に
引
き
続
き
、

韓
国
語
会
話
を
行
い
ま
す
。
初
級

レ
ベ
ル
の
簡
単
な
韓
国
語
の
会
話

表
現
を
勉
強
し
ま
す
。
ハ
ン
グ
ル

が
読
め
る
人
な
ら
新
し
い
参
加
者

も
大
歓
迎
で
す
！

日
時　
８
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬
・

31
日
㈬
・
９
月
７
日
㈬
・
21
日

㈬
・
28
日
㈬
・
10
月
５
日
㈬
・

12
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
８
月
９
日
㈫

韓
国
サ
ロ
ン
～
映
画
鑑
賞
会
～

　

韓
国
の
ホ
ラ
ー
映
画
を
見
な
が

ら
熱
帯
夜
を
乗
り
越
え
ま
せ
ん
か
。

韓
国
の
古
典
怪
談「
薔
花
紅
連
伝
」

を
現
代
版
に
リ
メ
イ
ク
し
た
映
画

「
箪
笥
」を
一
緒
に
見
ま
し
ょ
う
。

市
国
際
交
流
員
の
金
穂
原
さ
ん
に

よ
る
簡
単
な
説
明
付
き
で
す
。

対
象　
中
学
生
以
上

日
時　
８
月
５
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
～
午
後
８
時
45
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
５
日
㈮

韓
国
料
理
教
室
③

　

簡
単
で
お
い
し
い
韓
国
の
家
庭

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
10

月
ま
で
の
第
３
金
曜
日
に
開
催
予

定
で
す
。
第
３
回
は
豚
肉
の
プ
ル

コ
ギ
と
わ
か
め
ス
ー
プ
な
ど
を
作

り
ま
す
。

講
師　
金
穂
原
さ
ん
（
市
国
際
交

流
員
）

日
時　
８
月
19
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

料
金　
４
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
）

※　

米
１
／
２
合
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
持
ち
帰
り
用
の
容
器

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
８
月
17
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

国
際
交
流
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
国
際
交
流
や
国
際
理

解
の
推
進
の
た
め
、
英
語
圏
・
中

国
・
韓
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず

つ
国
際
交
流
員
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
や
公
民
館
・
団
体
な
ど
の

諸
行
事
に
国
際
交
流
員
を
呼
ん
で
、

国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派
遣
内
容　
国
際
理
解
の
取
組
・

交
流
活
動
な
ど

例　
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
韓
国
の

遊
び
で
の
交
流
、
文
化
の
話
を

聞
く
こ
と
で
の
交
流
な
ど

申
込
方
法　
派
遣
日
時
・
交
通
手

段
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
担
当

と
確
認
後
、
所
定
の
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

ジェイソン　ベックマンさん（米国）
期間　平成24年７月31日まで

高　建軍さん（中国）
期間　平成24年４月13日まで

金　穂原さん（韓国）
期間　平成24年４月11日まで

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

平
成
23
年
度

浜
田
市
国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す
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子どもたちと地域の人たちで一緒に種まき（金城）

　６月18日㈯、「まちを花で飾ろう！」事業の一環として、コ
スモスの種まき作業を各自治区一斉に取り組みました。
　今年で３回目となるこの事業は、「花いっぱいのまちにしよ
う」と、市で募金や種まき作業の参加を広く皆さんに呼びかけ、
毎年実施しているものです。
　金城自治区では、時折小雨の降るなか、ふれあいジムかなぎ
周辺に、児童クラブやスポーツ少年団の子どもたちや地域の人
たち155人が集まり、日頃よく利用する施設の周辺が花いっぱ
いになることを楽しみに種まき作業を行いました。

　６月19日㈰、今市地区まちづくり推進委員会による、わいわ
い健康ウォーキングが丸原地区で開催されました。
　約70人の参加者は、各ポイントでのクイズに挑戦し、歴史に
まつわる話を聞きながら雲井山城跡や神社仏閣、自然派焼き菓
子の工房などを巡る約６kmのコースを歩きました。
　歩いた後には、地元住民有志が作った炊き込みご飯のおむす
びやそうめん汁、フルーツポンチなどをみんなで食べ、交流を
深めました。

　６月25日㈯、「なんと舞いんさるほーほーホタルこい祭り」
が市木小学校体育館と来尾川周辺で開催されました。
　市木地区ではホタルを飼育･放流しており、年々ホタルが増
加。来場者は、日暮れから来尾川周辺を散策しホタルの乱舞を
鑑賞しました。
　旭中学校吹奏楽部の演奏や神楽、県立大学生による大道芸な
どのステージイベントや地元住民によるバザーも行われ、会場
を盛り上げました。

歴史を学びながらウォーキングする参加者

ホタルを飼育している榎本泰弘さんのお話

　６月19日㈰、三隅梅林公園で梅狩りが行われました。
　この梅林公園には、市民がそれぞれの記念に植樹した約1,000
本の梅の木があり、毎年たくさんの実をつけることで知られて
います。
　当日は天候に恵まれたこともあり、また、近年の健康志向の
高まりと安全・安心な食物への関心が高まっていることもあっ
て、約300人の参加がありました。
　参加者は、たわわに実った梅の実を袋いっぱいに収穫してい
ました。大きな梅の実を収穫する参加者

まちのわだい♥Town Topics

みすみ

あさひ地域の歴史･文化･自然を再発見
～第3回わいわい健康ウォーキング～

花いっぱいの心和むまちを目指して
～第３回「まちを花で飾ろう！」事業～

梅林公園で梅狩り

あさひ豊かな自然の中でホタル鑑賞
～第８回市木地区ほたる祭り～
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たくさんの巻物を見つけたよ！

　６月10日㈮・11日㈯に「ちびっこ忍者、参上！！三隅の巻」
が三隅公民館と井野公民館で開催され、120人が参加しました。
　当日は、ＮＰＯ法人あそび環境Ｍｕｓｅｕｍアフタフ・バー
バン専任スタッフ３人とともに体を使っての「忍者修行」を体
験。大人も子どもも心と体を思いっきり動かし、遊びあう楽し
さや人と関わることの楽しさを学びました。
　子どもたちは、「宝物探し修行はとても楽しかった」と笑顔
で話していました。

次世代の農業を担う頼もしい若手です

「農業ほど面白い仕事はない、弥栄町を“ふるさと”又は“第
二のふるさと“として農業という生業に誇りを持とう」という
主旨で弥栄町青年農業者会議（通称：やさか元気会）が今年５
月に設立されました。弥栄町の次世代の農業を担う若手のメ
ンバー 14人が中心となって活動を行っていきます。今年度は、
イベントへの出店活動や農産物の販売活動、そして都市農村交
流を主な活動として取り組むこととなっています。夢と希望を
持って弥栄町の将来を背負っていこうという姿に、今後の活躍
が期待されます。

　恒例の旭温泉まつりが６月４日㈯・５日㈰の両日、旭温泉あ
さひ荘周辺で開催されました。
　４日㈯の前夜祭には地元社中による石見神楽や劇団どんぐり
による舞踊、５日㈰の本祭りには朝市やゲートボール大会、ま
た子どもみこしや隔年で行われる木田田植えばやしなど盛りだ
くさんのイベントが行われました。
　地元団体によるバザーや地元特産の赤梨などが当たる抽選会
も行われ、会場は大勢の来場者でにぎわいました。

　６月５日㈰、湯屋温泉子安華湯館で、第12回「子安の里祭り」
が開催され、約300人の来場者でにぎわいました。
　今年で15年を迎えた子安華湯館は、地元有志の皆さんで結成
された組合により運営されています。
　祭りの開催にあたり、より多くの人に温泉を利用してもらお
うと地元以外の団体にも催しの参加を広く呼び掛け、当日は、
トラックの荷台を使った特設会場で、地元の大正琴団体・金城
中学校吹奏楽部の演奏、石見神楽・フラダンス・舞踊など様々
な催しが行われました。

木田芸能保存会による華やかな田植えばやし

特設会場で催しを楽しむ皆さん

まちのわだい ♥Town Topics

みすみみんなで忍者修行！！

かなぎ

温泉の里にまつり囃
ば や し

子が響く
～第34回旭温泉まつり～

あさひ

多くの人に温泉利用をＰＲ
～第12回湯屋温泉「子安の里祭り」～

やさか次の世代に元気と夢を
～弥栄町青年農業者会議設立～
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○８月の休館日　14日㈰・15日㈪・31日㈬

紹介者　小学校２年生　女児
図書名　天空の城ラピュタ
著者名　宮崎　駿

かんどうてきで、ワクワクドキドキするお話
でした。ロボットがこわかったです。ラピュタ
の島のねっこがきもちわるかったです。

紹介者　小学校３年生　女児
図書名　まじょのケーキやさん
　　　　おねぼうパイとおはようケーキ
著者名　藤　真知子

　わたしは、この本をよんで「いじわるじょう
おうは、すごくわるい人なんだ」と思いました。
とくにすごかった所は、ケーキをたべて、おお
あくびをしてねてしまったところです。

　

近
年
、
学
校
で
の
読
書
活

動
や
、
家
庭
・
地
域
で
読
書

に
対
す
る
意
識
が
広
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
読

書
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
「
私
の

心
に
残
る
１
冊
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

応
募
の
あ
っ
た
作
品
は
、

『
広
報
は
ま
だ
』
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　
所
定
の
用
紙
（
浜
田

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。）
に
記

入
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

文
字
数
１
５
０
字
程
度

応
募
先　
浜
田
図
書
館

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

そ
の
こ　
　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎

た
い
せ
つ
な
て
が
み

　
　

マ
ッ
ク
ス
・
ベ
ル
ジ
ュ
イ
ス

万
里
の
長
城　
　
　
　

加
古
里
子

日
本
全
国
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
健
司

カ
ン
ガ
ル
ー
に
は
、
な
ぜ
ふ
く
ろ

が
あ
る
の
か

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヴ
ァ
ン
ス
・
マ
ー

シ
ャ
ル

知
っ
て
る
？
正
倉
院

　
　
　
　
　
　

奈
良
国
立
博
物
館

ガ
リ
レ
オ
工
房
の
科
学
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

ガ
リ
レ
オ
工
房

ね
こ
の
う
た
た
ね　
　

ど
い
か
や

■
大
人
向
け
の
本
■

カ
ラ
ダ
の
声
を
き
く
健
康
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村
昌
陽

男
の
お
洒
落
の
方
程
式　
森
岡
弘

半
島
へ　
　
　
　
　
　

稲
葉
真
弓

逆
事　
　
　
　
　
　

河
野
多
惠
子

て
ふ
て
ふ
荘
へ
よ
う
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾
ル
カ

月
は
怒
ら
な
い　
　
　

垣
根
涼
介

デ
カ
ル
コ
マ
ニ
ア　
長
野
ま
ゆ
み

ト
ー
キ
ョ
ー
・
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姜
尚
中

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

１
つ
ぶ
の
お
こ
め　
さ
ん
す
う
の

む
か
し
ば
な
し　
　
　
　
　

デ
ミ

あ
め
の
も
り
の
お
く
り
も
の

　
　
　
　
　
　

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ

も
の
す
ご
く
お
お
き
な
プ
リ
ン
の

う
え
で　
　
　
　
　

二
宮
由
紀
子

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
食
卓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
道
子

夏
休
み
エ
コ
ロ
ジ
自
由
工
作

　
　
　
　
　
　
　
　

ト
モ
・
ヒ
コ

科
学
者
を
目
指
し
た
く
な
る
！
お

も
し
ろ
科
学
実
験
知
識
＆
ブ
ッ
ク

３
巻　
　
　
　
　
　
　

小
森
栄
吉

野
外
で
探
す
微
生
物
の
不
思
議
カ

ビ
図
鑑　
　

全
国
農
村
教
育
協
会

お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
リ
サ
イ

ク
ル　
エ
コ
＊
コ
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
美
咲

■
大
人
向
け
の
本
■

完　
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
正
美

人
質
の
朗
読
会　
　
　

小
川
洋
子

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

日
時　
８
月
27
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
保
育
室

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

三
国
志
７　
　
　
　
　

小
沢
章
友

ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ
ン
１
～
４

ヒ
ッ
ク
・
ホ
レ
ン
ダ
ス
・
ハ
ド
ッ

ク
三
世

農
作
業
の
絵
本
４

　
　
　
　
　
　

じ
ん
さ
き
そ
う
こ

エ
デ
ィ
の
や
さ
い
ば
た
け

　
　
　
　
　

サ
ラ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド

ク
ジ
ラ
と
海
と
僕

　
　
　
　

ベ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
セ
ン

■
大
人
向
け
の
本
■

偉
大
な
る
、
し
ゅ
ら
ら
ぼ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
城
目
学

飲
め
ば
都　
　
　
　
　
　

北
村
薫

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
殺
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月

異
境　
　
　
　
　
　
　

堂
場
瞬
一

唄
う
都
は
雨
の
ち
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
栄
一

抗
が
ん
剤
は
効
か
な
い　
近
藤
誠

緊
急
提
言
日
本
を
救
う
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
屋
太
一

先
送
り
で
き
な
い
日
本　
池
上
彰

小
動
物
の
飼
い
方
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
朝
城

図

書

館

情

報

≪私の心に残る１冊≫
「
私
の
心
に
残
る
１
冊
」

を
募
集
し
て
い
ま
す

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
日

本
画
植
物
園
」
を
開
催
中
で
す
。

　

本
館
で
は
、
日
本
画
家
・
石
本
正

と
、
石
本
を
感
動
さ
せ
た
現
代
日
本

画
家
が
描
い
た
花
や
木
の
作
品
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
石
本
は
、
花
と
女

性
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
「
枯
れ
か

か
っ
た
花
に
こ
そ
魅
力
が
あ
る
」
と

言
い
ま
す
。
石
本
が
描
い
た
作
品
に

は
、様
々
な
物
語
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

　

新
館
展
示
室
で
は
、
石
本
を
感
動

さ
せ
た
現
代
日
本
画
家
の
描
い
た
植

物
画
を
通
し
て
、
生
命
の
美
し
さ
や

尊
さ
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

期
間　
９
月
11
日
㈰
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

　～日本画ってなんだろう？どんな絵の具が使われている
んだろう？どんな紙に描くんだろう？～
　日本画に使われる主な絵の具は、石や土・宝石などを砕
いてできています。このワークショップでは、その絵の具
「岩絵具」を実際に岩から砕いて作ったり、絵を描くため
の和紙を漉

す

いたりします。自分で作った材料を使って絵を
描いてみませんか？
対象　小学校４年生から中学
　　　生まで
日時　８月20日㈯・21日㈰
　　　午前10時～午後４時
指導者　当館学芸員
受講料　2,500円（画材費）
※　詳しくは、お問い合わせ
　ください。
問い合わせ先
石正美術館（☎�４３８８）

《ギャラリー展示》

石本正　裸婦素描展
　　７月23日㈯～８月５日㈮
いわみ海幸山幸物語
　　８月７日㈰～12日㈮
石本正　花の素描展／樹の素描展
　　８月13日㈯～９月２日㈮

《イベント情報》

夏休み子ども美術合宿「いわみ海幸山幸物語」
　　８月６日㈯・７日㈰　午前10時～午後４時
花のピアノ演奏会
　　８月13日㈯　午後２時～３時
塔天井画特別見学会
　　８月14日㈰　終日
ワークショップ「集まれ！日本画研究室」
　　８月20日㈯・21日㈰
墨流し（マーブリング）ワークショップ
　　８月27日㈯　午後随時

《次回展予告》

特別展「イミタツィオーネ～模写の歓びと感動
～」
会期　９月17日㈯～12月４日㈰

石本正「昇華」

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展「
日
本
画
植
物
園
」

好
評
開
催
中

◎夏休み子ども美術教室のお知らせ
『集まれ！日本画研究室』
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登記相談・法律相談受付 月～金 9:00～18:00
（ただし土日でもお電話でご予約頂ければ対応します。）

◆相続・遺言手続 ◆裁判手続 ◆法律相談
◆不動産登記 ◆会社法務
◆債務整理 ◆農地法許可
浜田市朝日町1522

（平和街） TEL.22 - 3369

三浦司法書士
行政書士事務所

お気軽に
ご相談下さい。

市民生活の身近なパートナー

〒〒

日本海
信用金庫東（支）
日本海
信用金庫東（支）

浜田朝日町局浜田朝日町局 事務所

山陰中央
新報社
山陰中央
新報社

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の

処
方
箋
も
受
け
付
け
ま
す

殿町薬局 （手数料はかかりません）

浜田市殿町79番38
TEL.0855-23-5404
FAX.0855-23-5429
8：00～18：00（月～金）
8：00～15：00（土）

処方箋受付・一般販売

定休日/日曜日・祝祭日

くすりのファミリア

浜田警察署

中村整形外科

さかね内科
ハローワーク
浜田

神社

日本海信用金庫本店

浜田郵便局

国道9号線

殿町薬局

中村整形外科の正面

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

現
在
開
催
中
の
展
覧
会『
芸
夢
展
』

は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
鑑
賞
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
体

験
型
の
現
代
美
術
作
品
が
登
場
し
て

お
り
、
幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
か
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
集
ま
っ
た
古
着
を
使
っ
た
ワ
ニ
の

作
品
が
大
人
気
。
６
ｍ
に
及
ぶ
巨
大

な
ワ
ニ
が
、
展
示
室
で
大
き
な
口
を

開
け
て
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
口
は
入
り
口
に
な
っ
て

い
て
、
靴
を
脱
い
で
中
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
中
で
は
所
々
に

作
ら
れ
た
窓（
服
の
襟
ぐ
り
部
分
が

窓
に
な
っ
て
い
ま
す
。）か
ら
外
を
眺

め
ら
れ
る
の
で
、
あ
ち
こ
ち
の
窓
か

ら
、
か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の

顔
が
見
え
隠
れ
す
る
ほ
ほ
笑
ま
し
い

光
景
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
島
根
県
産
の
杉

の
間
伐
材
を
使
用
し
て
制
作
さ
れ
た

ド
ミ
ノ
、
マ
ウ
ス
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

を
使
わ
な
く
て
も
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ム
が
で
き
る
次
世
代
型
ゲ
ー
ム

な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

本
展
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
は
て
し
な
い
世
界
》

　

中
を
の
ぞ
く
と
、
は
て
し
な
く
続

く
世
界
が
見
え
る
不
思
議
な
箱
を
作

る
よ
。

日
時　
８
月
12
日
㈮
～
15
日
㈪

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

●
参
加
費　
１
人
４
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
か
き
氷
パ
ラ
ダ
イ
ス
》

　

か
き
氷
に
お
菓
子
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。

◎
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
木
を
使
っ
て
作

品
作
り
を
し
よ
う
！

◎
８
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

　

毎
年
恒
例
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
“
美

術
館
ま
つ
り
”
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
創
作
屋
台
や
フ
ー
ド
屋
台
、
名

人
屋
台
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
は
な
か
っ
ぱ
」
の

作
者
・
あ
き
や
ま
た
だ
し
さ
ん
に
よ

る
絵
本
ラ
イ
ブ
も
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
チ
ラ
シ
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　
８
月
21
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
美
術
館
前
庭

※　

当
日
は
、
小
・
中
学
生
の
展
覧

会
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

８
月
は
無
休
で
す
！

※　

８
月
６
日
㈯
浜
っ
子
夏
ま

つ
り
の
日
は
、
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
を
、
午
後
９
時
30
分

ま
で
開
館
し
ま
す
（
展
覧
会

は
、
午
後
５
時
ま
で
）。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.176

有

料

広

告

『
芸げ

ー

む夢
展
』好
評
開
催
中
！

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
美
術
館
ま
つ
り

２
０
１
１
開
催
！
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総
合
政
策
学
部
３
年　
髙た

か

田た

昭あ
き

徳の
り

　

私
は
５
月
16
日
㈪
か
ら
５
日
間
、

「
島
根
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」

と
し
て
宮
城
県
石
巻
市
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

５
日
間
の
う
ち
、
２
日
が
移
動
、

３
日
が
支
援
活
動
で
し
た
。
島
根
か

ら
石
巻
に
行
く
間
に
、
市
街
の
風
景

が
突
然
戦
争
中
の
よ
う
に
変
わ
り
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
家
屋
内
に
お
け
る

家
具
な
ど
の
搬
出
や
泥
の
か
き
出

し
、屋
外
に
お
い
て
は
溝
掃
除
で
す
。

魚
の
死
骸
の
散
乱
や
、
そ
の
腐
敗
臭

が
漂
う
過
酷
な
現
場
で
し
た
。

　

家
具
や
衣
類
、
写
真
な
ど
を
処
分

す
る
際
、「
持
ち
主
の
思
い
出
を
捨

て
て
い
る
よ
う
で
切
な
い
」
と
い
う

メ
ン
バ
ー
の
一
言
が
と
て
も
重
く
感

じ
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
被
災
者
に
握
手
を

求
め
ら
れ
、
涙
を
流
し
な
が
ら
「
本

当
に
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
と

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
少

し
で
も
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
の
力
に

な
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
私
た
ち
学
生
は
、
多
く
の
人
と
の

交
流
や
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
活い

　今年度第２回のオープンキャンパス
を開催します。
　学生による合格体験談・留学体験談
や進学相談会など役立つ内容が盛りだ
くさん。また、昼食にはランチ交流会
を開催し、ボランティアの先輩たちと
交流を深めてもらいます。午後からは
授業体験、学生ボランティアが大学内
を案内するキャンパスツアーなど楽し
い企画を用意しています。高校３年生
だけでなく、１年生や２年生、保護者
の皆さんもぜひ参加してください。
　申込方法など詳しくは、お問い合わ
せください。
日程　９月17日㈯
問い合わせ先　アドミッション室

（☎�２２０３）

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律
学
な

ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も

大
学
生
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
開
講
科
目
な
ど
は
、
８
月
上
旬

に
完
成
す
る
募
集
案
内
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
19
日
㈮
～
26
日
㈮

受
講
期
間　
10
月
～
平
成
24
年
３
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

活動の様子

　

６
月
５
日
㈰
、
周
布
町
で
開
催
さ

れ
た
「
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
に
県
大
生
が
準
備
・
運
営
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ま
た
選
手
と

し
て
も
11
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。

【
参
加
学
生
の
感
想
】

　

生
ま
れ
て
初
め
て
田
ん
ぼ
で
バ
レ

ー
を
し
ま
し
た
。
市
民
も
学
生
も
泥

ま
み
れ
の
笑
顔
で
、
心
か
ら
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
兵
庫
県
出
身
・

門か
ど

上か
み

貴た
か
し

（
２
回
生
））

　

大
学
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
・

地
域
活
動
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
大
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

「県立大学水泳部Ｆチーム」が
『どろんこ賞』を受賞しました

講
師　
中な

か

川が
わ　

敦あ
つ
し

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の

４
月
に
島
根
県
立
大
学
に
着
任
し
ま

し
た
中
川
敦
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
福
祉
・
家
族
の
社
会
学
を

専
攻
し
て
お
り
、
特
に
離
れ
て
暮
ら

す
子
ど
も
に
よ
る
親
の
介
護
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

東
京
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
注
目
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
浜
田

に
暮
ら
す
高
齢
者
や
、
日
々
高
齢
者

を
支
え
る
た
め
に
努
力
を
さ
れ
て
い

る
、
福
祉
職
の
皆
さ
ん
の
経
験
か
ら

学
ば
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

島
根
県
の
高
齢
化
率
は
現
在
日
本

一
で
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
島
根
で
、
日
本
に
誇
る
先
進
的
な

高
齢
者
介
護
の
取
組
が
な
さ
れ
て
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
浜

田
か
ら
、
日
本
全
体
に
発
信
で
き
る

福
祉
実
践
を
学
び
、
伝
え
ら
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

か
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

vol.94
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て

２０１１年度　第２回
オープンキャンパスのご案内

平
成
23
年
度
秋
学
期
（
10
月

開
講
）
科
目
等
履
修
生
・
聴

講
生
募
集

県
大
生
が
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

に
挑
戦
し
ま
し
た

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
②
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市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
８
月
28

日
㈰
か
ら
10
月
10
日
㈷
ま
で
行
い
ま

す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
・
代
表
者
が
浜
田
市
民
の

同
好
会
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
（
学

生
は
、
中
学
校
３
年
生
以
上
）

料　
１
５
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈭

申　
Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
浜
田
西
支
所

（
周
布
町
）
三
浦
聡
さ
ん
（
☎
０

　

９
０-

７
７
７
９-

１
５
８
２
）

問　
市
野
球
連
盟
事
務
局　

中
孝
二

さ
ん
（
☎
�
０
４
０
０
・
携
帯
０

　

９
０-

３
６
３
９-

７
８
１
４
）

「
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う
会
」

で
は
、
市
民
が
と
ら
え
た
浜
田
川
の

情
景
を
み
ん
な
で
楽
し
む
た
め
、
写

真
と
絵
の
展
覧
会
を
こ
の
秋
に
開
催

予
定
で
す
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
浜
田
川
を
対
象
と
し
た
皆
さ
ん

の
作
品
を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

募
集
作
品　
写
真
又
は
絵
の
ど
ち
ら

か
、
ひ
と
り
一
点
（
作
品
は
古
く

て
も
可
）

※　

作
品
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
サ
イ

ズ
ま
で

応
募
方
法　
別
紙
に
撮
影
（
絵
を
描

い
た
）
年
月
日
・
撮
影
（
絵
を
描

い
た
）
場
所
・
題
名
（
タ
イ
ト
ル
）

を
明
記
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

応
・
問　
桑
田
龍
三
さ
ん
【
〒
６
９

　

７-

０
０
２
４　

黒
川
町
１
５
６

-

５
（
☎
０
９
０-

５
２
６
５-

０
７
６
６
）】

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
大
学
校
学
生

受
付
期
間　
８
月
25
日
㈭
～
９
月
６

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
は
、
８
月
25
日
㈭
～
31
日

㈬
）

第
１
次
試
験
日　
10
月
29
日
㈯
・
30

日
㈰

気
象
大
学
校
学
生

受
付
期
間　
８
月
25
日
㈭
～
９
月
６

日
㈫

第
１
次
試
験
日　
10
月
29
日
㈯
・
30

日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２-
２
２
８-

１
１
８
３
）

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
９
月
９

日
㈮

試
験
日　
９
月
17
日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

応
募
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
９
月
９

日
㈮

試
験
日　
９
月
23
日
㈷

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
応
募
締
切
日　
９
月
９
日
㈮

○
男
性

試
験
日

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文

　

９
月
17
日
㈯

②
身
体
検
査
・
口
述
試
験

９
月
25
日
㈰
～
29
日
㈭
の
い
ず
れ

か
１
日

試
験
会
場　
①
浜
田
合
同
庁
舎

　

②
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

○
女
性

試
験
日　
９
月
28
日
㈬

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

募
　

集

第
39
回
浜
田
市
長
旗
争
奪

野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

「
浜
田
川・わ
た
し
の
一
枚
」

展
覧
会
作
品

資
格
・
試
験

国
家
公
務
員

自
衛
官
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介
護
の
分
野
で
働
き
た
い
と
考
え

て
い
る
人
を
対
象
に
、
島
根
県
社
会

福
祉
協
議
会
で
臨
時
的
に
雇
用
し
な

が
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
取

得
を
支
援
し
、
介
護
保
険
施
設
な
ど

で
の
お
試
し
勤
務
を
通
し
て
、
自
分

に
あ
っ
た
就
職
先
選
び
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

対
象　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
及
び

お
試
し
勤
務
に
参
加
可
能
な
人

（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。）

募
集
期
間　
８
月
12
日
㈮
ま
で

定　
10
人
程
度

※　

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た

場
合
は
、
解
雇
・
雇
止
め
に
よ
り

離
職
し
た
人
な
ど
を
優
先
し
ま
す
。

料　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見

支
所
・
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

　

大
人
か
ら
幼
児
ま
で
、
誰
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
夏
の
１
日
を

じ
っ
く
り
と
毛
筆
書
道
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
一
人
ひ
と
り
丁
寧

に
指
導
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
行
い
ま
す
。

日　
８
月
20
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
松
原
小
学
校

料　
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

中
学
・
高
校
生　
　

５
０
０
円

　
　

小
学
生
・
保
育
（
幼
稚
）
園
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

問　
山
崎
重
子
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５
０
５-

９
５
４
７
）

　

石
見
神
楽
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
、
浜
田
を
訪
れ
る
人
を
温
か
く

迎
え
る
身
近
な
石
見
神
楽
案
内
人
と

し
て
『
石
見
神
楽
』
そ
し
て
『
浜
田

の
魅
力
』
を
伝
え
る
「
お
も
て
な
し

力
」
を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
！
こ
れ
か
ら
見
る
石
見
神
楽
が
、

よ
り
一
層
、
楽
し
く
な
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

石
見
神
楽
講
習
会

第
１
部　
「
石
見
神
楽
に
つ
い
て（
歴

史
・
概
要
）」

　

浜
田
の
石
見
神
楽
の
歴
史
や
特

徴
、
地
域
に
お
け
る
役
割
・
取
り
巻

く
環
境
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日　
８
月
20
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

第
２
部　
「
石
見
神
楽
の
演
目
と
採

り
物
・
蛇
胴
に
つ
い
て
」

　

あ
ら
す
じ
・
登
場
人
物
・
物
語
の

背
景
・
見
所
・
主
な
舞
台
の
地
・
所

作
・
こ
ぼ
れ
話
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ほ

か
、
画
期
的
な
発
明
で
あ
っ
た
蛇
胴

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日　
９
月
３
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

第
３
部　
「
地
域
に
根
付
い
た
地
場

産
業
（
面
・
衣
裳
）
に
つ
い
て
」

　

長
く
石
見
神
楽
の
伝
統
と
文
化
を

支
え
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
地
場

産
業
と
し
て
の
視
点
か
ら
学
び
ま
す
。

日　
９
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

模
擬
検
定

日　
10
月
22
日
㈯　

午
後
予
定

石
見
神
楽
講
習
会
・
模
擬
検
定

場　
石
見
公
民
館
（
全
回
）

定　
50
人

申
込
締
切
日　
８
月
12
日
㈮
ま
で

料　
１
、
０
０
０
円
（
資
料
代
・
１

部
～
３
部
の
講
習
会
・
模
擬
検
定

料
を
含
む
）

※　

参
加
当
日
（
初
日
）
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
浜
田
商
工

会
議
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵

送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

原
則
、
第
１
部
か
ら
第
３
部
・

模
擬
検
定
ま
で
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。
都
合
の
悪
い
人
は
、
申
込

用
紙
の
連
絡
事
項
で
そ
の
旨
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

身
体
の
障
が
い
な
ど
で
配
慮
が

必
要
な
場
合
は
、
申
込
用
紙
の
連

絡
事
項
に
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

模
擬
検
定
受
験
者
に
限
り
、
石

見
神
楽
に
ち
な
ん
だ
記
念
品
を
進

呈
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
【
〒
６

　

９
７-

０
０
２
７　

殿
町
１
２
４

-

２
（
☎
�
３
０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５

　

４
０
０
）】

h
ttp

://w
w
w
.city.h

a
m
a
d
a
.

shim
ane.jp/kankou/kagura/

oshirase/iw
am

ikagura_exam
.

htm
l

有

料

広

告

教
室
・
講
座

介
護
人
材
緊
急
雇
用
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修

第
54
回
夏
季
書
道
講
習
会

石
見
神
楽
講
習
会

模
擬
検
定
試
験
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地
域
で
活
動
し
て
い
る
演
劇
団
体

の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た

ぬ
く
も
り
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に

満
ち
た
舞
台
芸
術
を
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
地
元
特
産
品

を
販
売
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
７
日
㈰

開
場　
午
前
９
時
30
分

開
演　
午
前
10
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出
演
団
体　
劇
団
酔
族
漢
・
く
に
び

き
社
文
18
会
・
創
作
て
ん
か
ら
っ

と
・
盛
り
上
げ
隊
・
浜
田
高
校
演

劇
部
・
県
立
大
学
演
劇
サ
ー
ク
ル

料　
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

高
校
・
大
学
生　
　

５
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下
無
料

※　

高
校
生
以
上
は
、
当
日
３
０
０

円
高

問　
石
央
地
芝
居
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
、
地
学
的

に
も
大
変
貴
重
な
国
の
天
然
記
念

物
・
石
見
畳
ヶ
浦
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

盆
休
み
で
ふ
る
さ
と
浜
田
に
帰
省

し
た
人
や
、
こ
の
機
会
に
「
天
然
の

地
学
博
物
館
」
と
も
言
わ
れ
る
石
見

畳
ヶ
浦
に
つ
い
て
知
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈪
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

集
合
場
所　
唐
鐘
漁
港
（
国
分
町
）

　

石
見
畳
ヶ
浦
ト
ン
ネ
ル
入
口

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
畳
ヶ
浦
研

究
会
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
☎
０
９
０-

５
２
６
５-

０
７
６
６
）

　

今
年
も
お
盆
恒
例
の
「
弥
栄
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
迫
力
満
点
の
打
上
花
火
・
地
元

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
田
ば
や
し
・
踊

り
・
俵
投
げ
大
会
・
石
見
神
楽
・
浜

田
市
出
身
の
歌
手　

山
﨑
悌
史
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元

集
落
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
出
店
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

お
盆
は
ぜ
ひ
「
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
へ
」
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
15
日
㈪　

午
後
４
時
～

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
ご
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
１
２
）

　

本
校
小
型
実
習
船
「
あ
わ
し
ま
」

に
乗
船
し
、
イ
カ
釣
り
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。
釣
っ
た
イ
カ
は
持
っ
て
帰

れ
ま
す
。

対
象　
Ⅰ
期　
中
学
生
（
保
護
者
同

伴
・
保
護
者
は
２
人
ま
で
可
）

　

Ⅱ
期　
一
般
の
人

日　
Ⅰ
期　
８
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　
　

Ⅱ
期　
９
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

い
ず
れ
も
初
日
午
後
５
時
～
翌
日

午
前
２
時
ま
で

受
付
時
間　
午
後
５
時

集
合
場
所　
浜
田
水
産
高
等
学
校
海

洋
技
術
科
実
習
棟

定　
各
期
先
着
15
人
程
度

料　
１
、
０
０
０
円
（
材
料
費
・
保

険
料
含
む
）

申
込
期
間

Ⅰ
期　
８
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

Ⅱ
期　
８
月
29
日
㈪
～
９
月
２
日
㈮

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
方
法　
直
接
、
浜
田
水
産
高
等

学
校
事
務
室
ま
で
料
金
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
水
産
高
等
学
校
イ
カ

釣
り
体
験
講
座
係　

山
本
省
三
さ

ん
（
☎
�
３
０
９
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

第
４
回
石
央
地
芝
居
大
会

盆
休
み
石
見
畳
ヶ
浦

現
地
見
学
会

第
25
回
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

浜
田
水
産
高
等
学
校

イ
カ
釣
り
体
験
講
座
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２
０
１
１
あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ

ン
ス
ポ
ー
ツ
王
国
を
開
催
し
ま
す
。

　

８
月
20
日
㈯
は
、
第
14
回
雪
合
戦

夏
の
陣
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
開
催
し
、
21
日

㈰
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
３

on
３
大
会
を
行
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
イ

ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
の

で
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
20
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～

　

８
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～

場　
旭
運
動
公
園
内
運
動
施
設

問　
石
央
商
工
会
旭
支
部

（
☎
�
０
０
５
６
）

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。

東
日
本
大
震
災
は
我
々
に
大
い
な
る

教
訓
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
こ

そ
歴
史
を
振
り
返
り
、
先
人
の
苦
労

を
学
ぶ
べ
き
で
す
。
過
去
に
ど
の
よ

う
な
天
災
が
あ
っ
た
の
か
、
石
見
や

山
陰
の
地
震
と
津
波
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

日　
８
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨
励

し
、「
生
命
を
尊
ぶ
心
」「
心
豊
か
な

人
間
形
成
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

表
彰
式

日　
８
月
27
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
加
藤
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
９
４
３
）

　

懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
を
開
催
。
浜

田
公
民
館
で
思
い
っ
き
り
声
を
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
マ
ン
ド
リ
ン
の
演

奏
会
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
28
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
浜
田
公
民
館
研
修
室

定　
１
２
０
人

料　
８
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

※　

チ
ケ
ッ
ト
販
売
し
ま
す
。

特
別
出
演　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ル

カ
ノ
ン
（
広
島
）

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、
手

芸
品
の
展
示
や
、
陶
器
・
手
作
り
雑

貨
・
ク
ッ
キ
ー
・
季
節
の
野
菜
な
ど

の
販
売
、
手
作
り
カ
レ
ー
の
お
店
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

先
着
60
人
に
は
、
花
の
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　
８
月
28
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
浜
っ
子
作
業
所

問　
浜
っ
子
作
業
所　

沖
田
さ
ん

（
☎
�
２
８
２
４
）

　

小
学
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
家
族
・
友
人
な
ど
と
一
緒
に
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
以
上

日　
９
月
４
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
30
分
～

場　
石
見
海
浜
公
園
国
分
地
区
特
設

コ
ー
ト

定　
先
着
32
チ
ー
ム

料　
１
チ
ー
ム
４
、
０
０
０
円

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
10
人
ま
で

登
録
可
、
試
合
人
数
１
チ
ー
ム
５

人
（
う
ち
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
１

人
）、
交
代
自
由

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

市ホームページに掲載する
広告を募集しています

掲載期間　９月１日～平成24年３月31日（月単位）
掲載料　　１か月10,000円
申込方法　申込書（本庁広報情報課にあります。市ホー
ムページからダウンロードもできます。）に必要事項
を記入の上、持参又は郵送してください。「しまね電
子サービス」からも申し込めます。

問い合わせ先　本庁広報情報課広報係（☎�９１５１）

有

料

広

告

あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

ス
ポ
ー
ツ
王
国

第
１
１
３
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

歌
声
学
校

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
っ
子
作
業
所

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

第
７
回
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル

in
石
見
海
浜
公
園
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企
画
展
「
ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
・
ロ
ン
ド

ン50's
-60's　

ビ
ー
ト
ル
ズ
と
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
に
憧
れ
た
青
春
」

　

１
９
５
０
年
代
か
ら
60
年
代
に
か

け
て
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
日
常
生
活
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

の
工
業
製
品
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、

当
時
ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
と

呼
ば
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
熱
狂
的
な
若

者
文
化
を
取
り
上
げ
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

と
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
に
象
徴
さ
れ
る
若

者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
振
り
返
り

ま
す
。

日　
９
月
12
日
㈪
ま
で

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料
　

一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

　

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円)

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
、
及
び
介
助
者
は
入
場
無
料

出
品
作
品　
ピ
ン
ク
・
ス
ー
ツ
１
９

　

７
０
年（
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
の
レ
ッ

ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
時
代
の
衣
装
）

メ
ー
カ
ー　
サ
ウ
ス
・
シ
ー
・
バ
ブ

ル　

ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
蔵
ほ
か

「
鼓
童　
ワ
ン
・
ア
ー
ス
・
ツ
ア
ー 

結
成
30
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

　

日
本
を
代
表
す
る
和
太
鼓
集
団

「
鼓
童
」
と
益
田
市
匹
見
町
を
拠
点

に
活
動
す
る
太
鼓
打
ち
・
今
福
優
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
！
８
月

６
日
㈯
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
発
売
！

日　
10
月
23
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

　

前
売　

４
、
０
０
０
円

　

当
日　

４
、
３
０
０
円

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

ア
ク
ア
ス
飼
育
係
の
仕
事
現
場
を

探
険
！
子
ど
も
が
主
役
の
企
画
で
す
。

対
象　
当
日
入
館
し
て
い
る
小
・
中

学
生

日　
８
月
31
日
㈬
ま
で

（
お
盆
を
除
く
。）

　

①
午
前
11
時
～

　

②
午
後
１
時
30
分
～

定　
各
回
先
着
15
人

８
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
７
日
㈰　

久
木
神
楽
社
中

　
　

13
日
㈯　

宇
野
保
存
会

　
　

14
日
㈰　

有
福
温
泉
神
楽
団

　
　

15
日
㈪　

大
都
神
楽
団

　
　

21
日
㈰　

上
府
神
楽
社
中

　
　

28
日
㈰　

日
脚
神
代
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

　

新
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ー
ル
に
て
、
シ

ロ
イ
ル
カ
の
親
仔
を
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
休
止
し
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp/

　

島
根
県
弁
護
士
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
、
今
な
お
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
被
災
者
の

皆
さ
ん
の
生
活
不
安
を
取
り
去
り
、

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
の
道
が
開

か
れ
る
よ
う
、
無
料
法
律
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

日　
当
面
の
間

平
日
（
月
曜
日
～
金
曜
日
）
午
前

９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

相
談
担
当　
島
根
県
弁
護
士
会
会
員

弁
護
士

相
談
方
法　
電
話
相
談
、
あ
る
い
は

直
接
面
談

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
弁
護
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
３
４
５
０
）

http://w
w
w
.shim

aben.com
/616.

htm
l

　

金
銭
、
夫
婦
・
親
子
、
そ
の
ほ
か

親
族
間
の
も
め
ご
と
や
相
続
・
土
地

建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
気
軽

に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
24
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
公
民
館

担
当
者　
松
江
地
方
家
庭
裁
判
所
浜

田
支
部
調
停
委
員

問　
松
江
地
方
裁
判
所
浜
田
支
部

（
☎
�
０
６
７
８
）

　

朗
読
の
会
「
波
」
の
開
催
日
を
変

更
し
ま
す
。

日　
変
更
前　

毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
変
更
後　
毎
月
第
３
水
曜
日

場　
浜
田
図
書
館

問　
山
藤
さ
ん
（
☎
�
０
３
３
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

島
根
県
弁
護
士
会

無
料
法
律
相
談

無
料
調
停
相
談

朗
読
の
会
「
波
」
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レジ袋無料配布中止！

９月１日スタート

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,836 20,500 23,008 43,508
金 城 1,910 2,267 2,471 4,738

旭 1,450 1,569 1,683 3,252
弥 栄 717 722 804 1,526
三 隅 2,874 3,174 3,570 6,744
合 計 26,787 28,232 31,536 59,768

人　口（６月末現在）

（単位：人）

　大麻山の山頂部近くにあった尊勝寺山門（廃寺）への道しるべとして、元禄10
年（1697年）に建てられたものである。三隅町東平原を起点とし、その間の26町（１
町は約109ｍ）を２町ごとに14基の道中石を設けていた。残念ながら、現在、全
ての道中石は残されていないが、道中石には、「二丁目」「四丁目」「六丁目」な
どと刻まれているほか、「天の戸や　霧にひらく　大麻山」（二丁目）といった句
もそれぞれに刻まれ、大きな特徴となっている。
　終点の「二十六丁目」には、「ふもとより十四基の丁石を立かたはらに　一句
をゑりて諸人参詣の道標となし　且一笑にそなふもの也　元禄十辰五月十八日　
願主敬白」とある。願主の敬白なる人物については明らかではないが、財力を有
する当地の教養人であったことが伺える。
　道中石は、大麻山神社とその別当寺であった尊勝寺への信仰の道を今日に伝え
るものであるとともに、これらに刻まれた句は、石見の俳諧史を始めとする文化
の受容を考える上でも貴重である。

（市指定史跡）

大
たいまさんじんじゃどうちゅういし

麻山神社道中石

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

市金城支所
☎42–1234

市旭支所
☎45–1234

市弥栄支所
☎48–2111

市三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！


